
先
述
の
よ
う
に
、
達
摩
の
『
傍
伽
經
疏
』
は
、
奈
良
朝
に
お
い
て
一
切
郷
の
一
部
と
し
て
し
ば
し
ば
醤
寓
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
常

時
は
紙
は
貸
敢
品
で
あ
っ
た
し
、
多
数
の
寓
經
生
や
校
生
に
よ
っ
て
分
檎
さ
れ
た
仕
事
を
統
轄
し
、
ま
た
彼
ら
へ
の
給
與
を
算
定
す
る
必

要
か
ら
も
、
替
寓
の
た
め
の
紙
は
篤
繊
所
に
よ
っ
て
膿
晒
に
管
理
、
記
帳
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
正
倉
院
文
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

經
疏
の
替
寓
に
用
い
ら
れ
た
紙
敵
が
細
か
く
犯
戟
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
文
献
の
分
皿
を
ほ
ぼ
正
確
に
把
握
す

上
に
『
傍
伽
經
疏
』
の
側
承
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
に
見
い
だ
し
た
逸
文
を
列
鶏
し
て
お
い
た
か
ら
、
次
に
、
こ
れ

に
基
づ
き
つ
つ
、
『
楊
伽
經
疏
』
の
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
逸
文
の
量
が
極
め
て
少
な
い
た
め
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し

う
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
可
能
な
限
り
の
考
察
を
加
え
て
お
く
こ
と
は
絶
對
に
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
本
稿
は
、
本
誌
前
齪
所
收
の
上
簡
に
綱
く
も
の
で
あ
る
）

菩
提
達
摩
の
『
樗
伽
經
疏
』
に
つ
い
て
（
工

１
．
分
量
と
構
成

三
、
『
探
伽
經
疏
』
の
内
容
に
つ
い
て

伊
吹

敦

1



當
面
の
問
題
で
あ
る
述
摩
の
『
楊
伽
經
疏
』
に
側
し
て
い
え
ば
、
「
五
月
一
日
樫
」
の
書
寓
の
際
の
文
書
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
各
巻
の
紙
數
を
検
出
し
て
み
る
と
、
次
の
《
回
表
２
》
の
ご
と
く
に
な
り
（
「
剛
係
文
選
は
、
『
大
日
本
古
文
轡
」
の
毬
倣
と

（
醜
）

頁
倣
で
示
す
）
、
そ
の
總
紙
数
が
一
一
一
一
一
張
（
雀
第
四
の
「
空
」
｜
張
を
含
む
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
正
倉
院
文
脅
に
は
、
そ
の
全
阻
を
「
百
八
十
一
張
」
と
す
る
が
ご
と
き
記
載
も
見
ら
れ
る
癖
←
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。

こ
う
し
た
誤
り
が
生
じ
た
の
は
、
先
の
《
囲
表
１
》
に
見
る
よ
う
に
、
巻
第
四
の
み
、
そ
の
縛
寓
が
遅
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
即
ち
、

「
常
琉
充
残
満
帳
」
に
見
る
よ
う
に
、
便
宜
的
に
巻
第
四
の
紙
数
（
四
○
張
）
を
除
い
て
『
橿
伽
綴
疏
』
の
紙
數
が
記
戟
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

《圖表２》

２

紙数 閥係文谷

巻第一 53張

2-372

8-346

8-388

巻第二

３
５
７
２

７
４
８
１

３
３
３
５

一
一
一
－

２
８
８
８

張２４

巻第三 47張

2-367

2-385

8-345

8-387

8-418

巻第四
40張(空l張

を含む）

2-437

8-347

8-389

8-553

巻第五 39張

8-345

8-387

8-406

8-512

8-514

計 221張

8-525

(未窺の巻第

四を除き181

張とする）



な
ど
の
誤
っ
た
張
數
の
記
載
が
本
と
な
り
、
そ
れ
が
や
が
て
「
一
一
百
八
十
一
張
」
に
誤
ら
れ
、
更
に
、
そ
の
紙
敵
の
中
か
ら
「
空
」
の
一

紙
を
除
く
こ
と
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
誤
り
は
、
宜
際
に
紙
敷
を
調
べ
て
書
い
た
の
で
あ
れ
ば
生

じ
よ
う
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
古
聖
教
目
録
」
は
、
ど
こ
か
の
（
既
に
誤
り
が
記
戦
さ
れ
て
い
た
）
一
切
樫
の
目
録
を
軸
廓
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
が
、
質
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
目
録
は
、
落
合
俊
典
氏
に
よ
っ
て
承
暦
元
年
（
一
○
七
七
）
に
白
河
天
皇

（
脇
）

と
紀
戟
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
紙
数
は
上
の
推
定
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
瞥
寓
の
書
式
な
ど
が
愛
更
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
同
じ
く
「
古
聖
教
目
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
菩
提
流
支
の
『
人
梼
伽
經
疏
』
の
紙
数
は

「
一
一
百
六
十
七
枚
」
で
、
正
倉
院
文
書
に
記
戟
さ
れ
る
紙
數
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
諏
缶
非
常
に
不
可
解
な
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
の
記
載
は
正
倉
院
文
書
の
目
録
、
例
え
ば
「
疏

目
録
」
（
『
大
日
本
古
文
聾
」
の
鵠
者
に
よ
っ
て
「
塞
鷺
章
疏
築
傅
目
録
」
と
い
う
名
榊
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
）
の
、

（
別
）

た
の
を
、
後
に
そ
の
經
緯
が
忘
れ
ら
れ
て
總
紙
数
に
誤
ら
れ
、
遂
に
は
目
録
等
に
２
℃
記
城
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
と
閲
聯
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
樗
伽
經
疏
』
の
紙
数
に
つ
い
て
は
、
股
近
公
刊
さ
れ
た
七
寺
所
蔵
「
古
聖
教
目
録
」

（
擬
題
）
に
も
一
一
一
一
巨
及
が
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
、

「
槐
伽
經
疏
五
巻
蕪
樋
迎
摩
楓

「
楊
伽
疏
五
巻

一
一
百
八
十
述
鱈
」

（
認
）

百
八
十
一
張
」

３



以
上
に
よ
っ
て
、
『
榴
伽
經
疏
』
の
總
紙
敵
が
一
二
一
張
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
柴
原
治
夫
氏
に
よ
れ

純疏』の場合、巻節四の「空」｜張を除くと、全二二○張となり、その總字敵は、おおよそ、（印）
ば
、
「
且
Ⅱ
一
日
縄
」
の
場
合
、
各
紙
二
十
四
行
、
行
行
十
七
字
、
一
紙
撤
た
り
四
○
八
字
か
標
準
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
『
拐
伽

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
『
四
巻
樗
伽
』
の
分
量
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
經
で
、
一
○
三
段
十
半
段
程
度
で
あ
る
が
、
大
正
蔵
の
一
段
は

十
六
字
詰
め
二
十
九
行
で
、
お
お
よ
そ
四
六
四
字
で
あ
る
か
ら
、

（
認
）

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
法
勝
寺
の
章
疏
ロ
Ｕ
録
の
真
し
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
う

し
た
平
賀
の
存
在
に
よ
っ
て
、
法
勝
寺
の
一
切
經
の
底
本
が
南
都
系
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
非
常
に
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま

と
な
り
、
『
樹
伽
純
疏
』
が
『
四
巻
梼
伽
』
の
約
二
倍
の
分
皿
を
有
し
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
か
な
り
の
分
匝
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、

そ
の
逸
文
か
ら
見
て
、
達
意
的
な
註
秤
で
あ
っ
た
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
か
ら
、
縄
文
の
全
て
を
掲
げ
て
註
稗
す
る
に
は
決
し
て
充
分
で

は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
恐
ら
く
は
、
經
文
に
つ
い
て
は
一
部
を
掲
げ
て
、
そ
の
位
置
を
示
し
、
そ
の
部
分
の
内
容
や
語
句

に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

い
◎

二
二
○
紙
ｘ
四
○
八
字
Ⅱ
八
九
七
六
○
字

二
○
三
段
十
半
段
］
×
四
六
四
字
Ⅱ
四
八
○
二
四
字

４



問
題
は
、
『
四
巻
櫛
伽
』
の
四
巻
と
『
樗
伽
縄
疏
』
の
五
巻
が
い
か
に
封
願
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
上
に
掲
げ
た
逸
文
か
ら
は
、

『
四
巻
樹
伽
』
の
巻
第
一
、
巻
第
四
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
『
梼
伽
綴
疏
』
の
巻
第
一
、
巻
第
五
で
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、

こ
れ
か
ら
で
は
、
そ
の
對
駆
側
係
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
假
に
全
く
同
等
の
割
合
で
註
翻
が
轡
か
れ
た
と
假
定
し

て
、
『
四
巻
拐
伽
』
『
樗
伽
經
琉
』
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
各
巻
の
全
阻
に
對
す
る
割
合
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
《
岡
表
３
》
の
ご
と

く
に
な
る
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
そ
の
對
腫
關
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
『
四
巻
梼
伽
』
の
巻
第
四
が
分
量
的
に
最
も
多

《圖表 3》

５

巻 段数 百分率

四
巻
樗
伽
鰹

巻第一

巻第二

巻第三

巻第四

合計

27.5

25.5

2３

27.5

1０３５

26.6

2４６

22.2

26.6

100

巻 紙数 百分率

楊
伽
經
疏

巻第一

巻第二

巻第三

巻第四

巻第五

合叶

5３

4２

4７

4０

3９

221

2４０

19.0

21.3

18.1

17.6

100



い
の
に
對
し
て
、
『
梼
伽
經
疏
』
の
巻
第
四
、
巻
第
五
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
『
四
巻
樹
伽
』
の
巻

第
一
か
ら
巻
第
三
ま
で
の
各
巻
が
『
梼
伽
經
疏
』
の
巻
第
一
か
ら
巻
第
三
ま
で
の
各
巻
で
扱
わ
れ
、
『
四
巻
枅
伽
』
の
巻
第
四
は
『
楊
伽
經

疏
』
の
巻
第
四
、
巻
第
五
の
爾
巻
で
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

と
い
う
經
文
の
「
心
」
「
意
」
「
識
」
「
五
」
と
い
う
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
蔵
識
（
第
八
識
）
、
第
七
識
、
第
六
意
識
、
前
五
識
に
配
し
て
お

り
、
達
摩
の
『
樹
伽
經
疏
』
が
八
識
説
を
採
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
傍
伽
經
』
自
鯛
が
、
例
え
ば
、

逸
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
『
樹
伽
經
疏
』
の
教
説
の
な
か
で
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
は
、
そ
こ
に
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
濁
自

の
心
識
説
で
あ
ろ
う
。
先
ず
、
そ
の
樹
造
を
探
っ
て
み
る
と
、
上
の
ｂ
の
逸
文
で
は
、

「
佛
告
大
慧
。
三
租
自
性
及
八
識
。
二
極
無
我
。
悉
人
五
法
。
大
慧
。
彼
名
及
相
。
是
妄
想
目
性
。
大
慾
。
若
依
彼
妄
想
生
心
心
法
。
Ｉ

名
倶
時
生
・
如
日
光
倶
。
薊
極
相
各
別
。
分
別
持
。
是
名
縁
起
目
性
。
大
慾
。
正
智
如
如
者
。
不
可
壇
故
。
名
成
自
性
。
復
次
大
慾
。

「
心
名
採
集
業
意
名
廣
採
集
諸
識
識
所
識
現
等
境
説
五
」

法
者
○
聾
聞
縁
覺
菩
薩
如
來
。
自
覺
聖
智
・
諸
地
相
績
次
第
・
一
切
佛
法
・
悉
入
其
虹
型

自
心
現
妄
想
八
種
分
別
。
謂
識
蔵
意
意
識
及
五
識
身

２
．
思
想

。
相
者
不
寳
相
妄
想
故
。
我
我
所
二
攝
受
減
。
二
無
我
生
。
是
故
大
慧
。
此
五

６



と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
ｄ
の
逸
文
で
は
「
心
」
を
「
法
智
心
」
に
嘗
て
て
、
「
意
」
と
と
も
に
第
七
識
に
配
し
て
い
る
の
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
逸
文
に
よ
れ
ば
、
そ
の
心
識
説
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

心
識
説
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
ゆ
く
と
、
ｅ
の
逸
文
に
お
い
て
、
第
八
識
が
他
の
七
識
の
所
依
で
あ
る
か
ら
「
識
宅
」
と
呼

ば
れ
る
と
い
い
、
更
に
、
そ
れ
を
「
如
来
蔵
」
に
等
置
し
て
い
る
こ
と
が
溌
目
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
一
一
つ
の
逸
文
に
よ
れ
ば
、
『
楊

伽
經
疏
』
の
心
識
説
は
、

と
い
う
よ
う
に
、
明
確
』

に
配
す
る
こ
と
も
、
『
四（
“
）

い
も
の
と
考
え
．
わ
れ
る
。

第
八
識

第
七
識

第
八
識

第
七
識

第
六
識

前
五
識

明
確
に
八
識
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
常
然
と
も
富
え
る
し
、
上
の
經
文
の
「
心
」
を
蔵
識
に
、
「
意
」
を
第
七
識

、
冒
巻
橿
伽
』
自
胞
の
絞
述
か
ら
し
て
今
く
問
題
が
な
⑫
『
卜
巻
梼
伽
』
や
梵
本
か
ら
見
て
も
、
基
本
的
に
は
正
し

蔵
識
Ⅱ
如
来
蔵

意
識

眼
耳
鼻
舌
身
識

蔵
識
Ⅱ
如
來
蔵

心
Ⅱ
法
智
心

意

五識意心

７



と
説
か
れ
る
「
心
法
智
」
に
基
づ
く
も
の
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
心
法
智
」
の
原
語
は
明
ら
か
で
な
く
、

意
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
癖
←
恐
ら
く
、
こ
こ
で
は
淨
影
寺
慧
遠
（
五
一
一
一
一
一
’
五
九
二
）
が
『
勝
塾
經
義
妃
』

と
解
し
て
い
る
の
と
同
様
、
第
七
識
が
悟
り
に
よ
っ
て
輔
換
を
遂
げ
た
時
の
名
榊
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
地

論
宗
南
道
派
で
は
、
一
般
に
、

（
例
）

こ
こ
で
「
心
」
を
「
法
智
心
」
と
し
て
い
る
の
は
、
珍
海
の
言
う
よ
う
に
、
『
勝
璽
經
』
に
、

「
世
尊
。
奎

求
浬
築
鐘

「於此六識及心法智・畢其妄心・六是事識・及心法智是第七識。迷時名心・解名法聟亟

第
六
識

前
五
識

第
八
識
Ⅱ
如
来
蔵

第
七
識
Ⅱ
心

第
六
識
Ⅱ
愈

前
五
識
Ⅱ
識

若
無
如
来
蔵
者
・
不
得
厭
苦
樂
求
浪
桑
。
何
以
故
。
脚
山
村
調
幽
川
渕
割
。
此
七
法
刹
那
不
住
。
不
煎
衆
苦
。
不
得
脈
苦
楽

意
識

眼
耳
鼻
舌
身
識

五識

元
来
は
剛
に
「
意
根
」
の
－
８

で
、



し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
説
は
外
に
は
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
果
た
し
て
こ
う
し
た
心
繊
説
を
前
提
と
し
て
註
翻
を
行
っ
て
い

た
か
ど
う
か
甚
だ
疑
わ
し
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
よ
り
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
註
稗
縛
の
粁
者
が
、
元
来
起
源
を
異
に
す
る
一
一
つ
の

（
閃
）

と
い
う
心
意
識
の
配
當
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
心
」
を
第
七
識
と
Ｉ
）
、
そ
こ
に
お
い
て
「
心
法
智
」
を
捉
え
ん
と
す
る
こ
と
に

特
に
問
題
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
傍
伽
經
疏
』
で
は
先
に
見
た
よ
う
に
、
既
に
「
心
」
を
第
八
識
に
、
「
意
」
を
第
七
識
に
配
嵩
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
「
心
」
と
「
意
」
の
婆
方
を
第
七
識
の
異
名
と
す
る
の
は
全
く
の
矛
盾
で
あ
る
し
、
地
論
宗
南
道
派
の

説
と
も
合
致
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
・

こ
れ
は
全
く
不
可
解
な
の
で
、
あ
る
い
は
逸
文
の
「
心
意
者
皆
七
識
也
」
は
、
「
意
者
七
識
也
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
も
疑
わ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
『
八
識
義
章
研
習
抄
』
に
一
一
箇
所
見
え
る
珍
海
の
引
用
の
仕
方
を
検
討
す
る
に
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
第
七
識
を
「
心
」
（
Ⅱ
法

智
心
）
と
「
意
」
か
ら
成
る
眞
妄
和
合
識
と
見
て
、
そ
れ
を
「
如
来
蔵
識
」
（
第
八
識
）
か
ら
厘
別
し
て
い
る
例
と
し
て
、
こ
の
文
章
が
掲
げ

られているごとくであ娠一そうしたことは考えにくい。従って、もし我々が雨所の説を會適しようとするなら、『梼伽
經
疏
』
の
心
識
説
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

第
七
識

第
六
識

前
五
識

第
八
識

端
五誠意 心

９



教
説
を
採
用
す
る
に
富
た
っ
て
、
両
者
間
の
矛
盾
を
十
分
に
咀
哺
し
、
調
停
す
る
こ
と
な
く
用
い
た
た
め
に
、
そ
う
し
た
不
備
を
過
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
温
風
は
、
『
樹
伽
經
』
そ
の
も
の
が
本
来
提
起
す
る
心
識
説
の
中
に
、
そ
れ
と
矛

盾
す
る
地
論
宗
南
道
派
の
心
識
説
を
安
易
に
導
入
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
樗
伽
經
疏
』
の
心
識
説
に
つ
い
て
は
、
外
に
、
ａ
の
逸
文
に
よ
っ
て
、
「
流
往
生
住
滅
」
「
相
生
住
滅
」
と
い
っ
た
「
識
の
一
一
種
の
生
住

滅
」
に
封
す
る
理
解
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
、

と
い
う
も
の
で
、
「
相
生
住
滅
」
を
「
悟
」
、
「
流
往
生
住
滅
」
を
「
迷
」
に
配
す
る
二
元
的
解
翻
を
採
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
高
崎
直
道
氏
に
よ
れ
ば
、
『
初
伽
經
』
の
こ
の
部
分
は
識
生
滅
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
し
た
も
の
で
、
「
阿
梨
耶
識
」
Ⅱ
「
如

来
蔵
」
に
虚
妄
分
別
（
業
相
）
が
現
わ
れ
る
と
輔
識
が
生
じ
、
逆
に
そ
れ
が
除
か
れ
た
と
き
、
鱒
識
が
消
滅
す
る
と
い
う
の
が
「
相
生
住
滅
」

で
あ
り
、
一
方
、
轍
識
を
綴
起
さ
せ
る
要
件
と
し
て
の
「
無
始
妄
想
廟
」
「
自
心
見
等
識
境
妄
想
」
の
有
無
に
よ
っ
て
輔
識
の
有
無
が
規
定

さ
れ
る
と
す
る
の
が
「
流
往
生
住
滅
」
で
あ
る
と
い
狐
つ
ま
り
、
雨
者
は
輔
識
の
生
住
滅
を
異
な
っ
た
側
面
か
ら
説
明
し
た
も
の
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
流
注
生
」
Ⅱ
「
相
生
」
、
「
流
注
住
」
Ⅱ
「
相
住
」
、
「
流
注
滅
」
Ⅱ
「
相
滅
」
と
な
る
道
理
で
あ
る
。
こ
の
高
崎

氏
の
解
稗
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
『
楊
伽
經
疏
』
の
解
稗
は
甚
だ
奇
怪
な
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
両
者
と
も
「
生
住
滅
」

が
問
題
で
あ
る
の
に
、
「
流
往
生
住
滅
」
に
お
い
て
は
、
「
減
」
が
全
く
無
視
さ
れ
、
一
方
、
「
相
生
住
滅
」
に
お
い
て
は
、
「
生
住
」
が
完

全
に
峡
落
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
註
繍
で
は
、
「
流
注
生
住
滅
」
が
「
識
」
と
、
「
相
生
住
滅
」
が
「
根
」
と
結
び
つ
け
ら

流
注
生
住
滅

相
生
住
滅

無
始
以
来
。
識
流
注
相
綱
不
断

生
死
諸
根
滅
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本
脅
の
成
立
に
つ
い
て
先
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
果
た
し
て
こ
れ
を
、
言
わ
れ
る
ご
と
く
菩
提
迩
摩
の
著
作
と
し
て
認
め
得
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
ｃ
の
逸
文
に
見
る
よ
う
に
『
賢
愚
綴
』
か
ら
の
引
用
が
見
え
、
ま
た
、
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
『
勝
璽
經
』

に
依
撞
し
て
い
る
部
分
が
存
在
す
る
。
『
賢
愚
綴
』
は
、
僧
祐
の
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
二
に
よ
れ
ば
、
涼
州
の
沙
門
、
曇
學
や
威
徳
ら
が

（
氾
）

劉
宋
の
文
帝
（
四
二
四
’
四
五
三
）
の
時
、
干
閏
で
原
典
を
得
、
元
鬮
一
一
一
一
年
（
四
四
五
）
、
高
昌
郡
で
錦
熱
し
て
十
三
巻
と
し
た
と
さ
れ
、

ま
た
、
「
勝
璽
翻
』
は
、
同
じ
く
『
山
三
蔵
記
築
』
に
よ
っ
て
、
『
四
巻
梼
伽
』
の
課
者
で
も
あ
る
求
那
賊
陀
羅
が
、
元
鶏
十
三
年
（
四
一
一
一
六
）

（
祠
）

に
丹
陽
で
認
課
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
｜
方
、
菩
提
達
摩
の
生
残
年
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
煕
平
一
元
年
（
五
一
六
）
に
露
太
后
が
建

て
、
永
煕
三
年
（
五
一
一
一
四
）
に
焼
失
し
た
と
い
う
永
寧
寺
の
塔
を
連
日
拝
ん
で
い
た
と
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
第
一
に
仰
え
る
唾
『
綱
高
僧
博
」

に
よ
れ
ば
、
弟
子
の
慧
可
は
、
達
耀
に
梁
ん
だ
後
、
天
平
（
五
一
一
西
’
五
三
七
）
の
初
め
に
「
新
郷
」
に
赴
き
、
「
盛
ん
に
秘
苑
を
開
い
た
」

（
渦
）

と
い
う
か
ら
、
達
摩
の
活
鰯
期
は
、
五
一
一
○
年
～
一
二
○
年
頃
と
見
る
べ
く
、
そ
の
著
作
に
漢
認
の
『
勝
璽
經
」
や
『
賢
愚
綴
』
の
影
響
が

窺
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
時
代
的
に
は
何
ら
問
題
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
拙
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
達
摩
と
『
樹
伽
經
」
が
關
係
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
逮
摩
と
『
二
人
四
行
鶏
』
が

（
Ⅵ
）

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
理
由
４
℃
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
解
瀞
の
存
在
は
、
『
楊
伽
經
疏
』
が
、
少
な
く
と
も
教
學
的
な
面
で
は
、
そ
の
内
容
に
か
な
り
杜
撰
な
黙
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
ま
た
、
扇
』
伽
經
疏
』
の
こ
う
し
た
側
面
は
、
あ
る
い
は
、
そ
の
作
者
が
教
理
的
な
整
合
性
に
は
必
ず
し

も
拘
泥
し
な
い
賓
賎
的
な
佛
教
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

四
、
『
樗
伽
經
疏
」
の
成
立
に
つ
い
て
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そ
こ
で
、
先
ず
書
誌
學
的
な
見
地
か
ら
成
立
時
期
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
上
限
は
、
所
引
の
『
賢
愚
經
』
が
課
さ
れ
た
元
嘉
二
二
年

（
四
四
五
）
、
下
限
は
、
正
倉
院
文
書
に
よ
っ
て
「
西
宅
本
」
の
存
在
が
確
認
で
き
る
天
平
十
二
年
（
七
四
○
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ

れ
で
は
あ
ま
り
に
範
囲
が
贋
い
の
で
、
思
想
的
な
見
地
か
ら
更
に
絞
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
先
に
言
及
し
た

よ
う
に
、
「
傍
伽
經
疏
」
の
心
識
説
に
淨
影
寺
慧
遠
と
共
通
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
慧
遠
の
『
大
乗
義
軍
』
「
八

識
義
」
に
よ
れ
ば
、
第
七
識
に
「
智
」
（
縁
智
）
を
認
め
る
の
は
、
地
論
宗
南
道
派
に
特
有
の
説
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
一
傘
『
梼
伽
經
疏
』

が
そ
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
地
論
宗
に
お
い
て
、
こ
の
説
が
い
つ
確
立
さ
れ

た
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
現
存
す
る
資
料
に
お
い
て
、
第
七
識
に
お
け
る
「
智
」
の
存
在
を
認
め
、
そ

れ
を
「
心
法
智
」
と
等
価
し
て
い
る
の
は
慧
遠
の
み
で
あ
る
が
、
師
の
法
上
（
四
九
五
’
五
八
○
）
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
「
縁
智
」

結
び
つ
け
ら
れ
た
後
の
こ
と
に
風
す
る
と
思
わ
れ
る
し
、
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
イ
ン
ド
人
が
『
勝
璽
純
』
等
の
漢
認
純
典
を
そ
の
ま
ま

用
い
る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は
、
あ
り
そ
う
に
な
い
こ
と
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
求
那
欧
陀
靴
郭
の
『
初
伽
阿
欧
多
馳
賓
輕
』
に
射
し
て

菩
提
述
摩
が
註
稗
を
香
い
た
と
す
る
『
拐
伽
經
疏
』
の
設
定
そ
れ
自
阻
が
既
に
孕
ん
で
い
る
問
趣
で
も
あ
る
）
。
ま
た
、
『
縞
高
僧
僻
』
の
時
黙
で
こ
れ

が
既
に
達
摩
の
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
必
ず
や
慧
可
僻
、
あ
る
い
は
法
沖
傅
で
言
及
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
到
底
、

こ
れ
を
達
摩
本
人
の
著
作
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
そ
の
成
立
時
期
が
い
つ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
達
摩
と
『
樹
伽
經
』
の
棚
係
を
力
説
す
る
『
綱
高
僧
側
』

に
言
及
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
示
唆
的
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
、
そ
の
成
立
が
『
綴
高
僧

僻
』
以
降
で
あ
る
と
断
じ
得
る
わ
け
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
そ
の
時
黙
で
存
在
し
て
い
て
も
、
未
だ
一
般
の
承
認
を
得
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
當
時
、
既
に
存
在
し
た
別
の
人
物
の
著
作
が
、
後
に
逮
摩
に
假
託
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

1２



の存在は承認されているか一ｍ）それが『勝鍵經』の「心法智」と結びつけて理解されていたということも十分にあり
得
る
し
、
法
上
以
前
に
既
に
こ
う
し
た
考
え
方
が
形
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
す
ら
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
確
か
な
こ
と
は

高
い
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
慧
遠
Ⅱ
法
上
の
時
代
、
即
ち
、
六
世
紀
中
葉
に
は
、
こ
の
思
想
が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
述
い
な
く
、

『
梼
伽
經
疏
』
が
そ
の
影
響
を
譲
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
成
立
も
、
そ
れ
以
降
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
上
に
見
た
よ
う
な
地
論
宗
の
心
識
説
は
、
如
来
蔵
思
想
の
流
行
と
、
組
織
的
な
唯
識
説
が
十
分
に
は
仰
わ
っ
て
い
な
か
つ

（
加
）

た
と
い
う
状
況
の
中
で
、
種
々
の
模
索
を
經
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
園
に
お
け
る
濁
自
の
展
開
と
言
》
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う

し
た
思
想
は
、
恐
ら
く
、
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）
の
玄
癸
（
六
○
一
一
’
六
六
四
）
の
歸
朝
に
伴
う
法
相
宗
の
形
成
に
よ
っ
て
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
そ
れ
以
降
に
は
、
こ
う
し
た
著
作
は
生
ま
れ
よ
う
が
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
・
だ
と
す
れ

ば
、
そ
の
成
立
は
六
世
紀
中
葉
か
ら
七
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
お
よ
そ
百
年
間
の
こ
と
と
見
て
大
過
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
樹
伽
經
疏
』
が
「
菩
提
達
摩
」
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
以
上
、
菩
提
達
摩
の
兒
孫
を
も
っ
て
任
じ
て
い
た
あ
る
人
物
が

そ
の
成
立
に
深
く
棚
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
事
質
は
必
ず
し
も
直
ち
に
地
鎗
宗
の
人
々
の
著
作
で
あ
る

こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
地
論
宗
に
蝋
す
る
人
の
既
存
の
著
作
が
、
後
に
述
庫
系
の
人
々
に
よ
っ
て
迩
摩
の
著
作

に
擬
え
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
に
見
た
「
心
意
識
」
の
配
富
の
よ
う
に
、
『
拐
伽
經
疏
』
に
は
地
論
系
統
の
説
と
は
矛
盾
す
る
要
索
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
地
論
宗
南
道
派
で
は
、
慧
遠
に
見
ら
れ
る
よ
う
極
←
眞
諦
の
課
書
の
流
布
以
降
も
特
異
な
「
心
意
識
」
の

（
功
）

配
當
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
僻
統
は
玄
葵
の
歸
朝
ま
で
維
持
さ
れ
た
も
の
と
者
》
え
ら
れ
る
か
ら
、
『
梼
伽
經
疏
』
の
心
意
識
説

を
地
譲
説
の
發
展
と
見
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
の
『
梼
伽
經
疏
」
が
も
と
地
論
宗
の
著
作
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
非
常
に
考
え
に

く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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常
時
、
達
摩
の
兒
孫
を
も
っ
て
任
じ
た
人
々
と
し
て
は
、
道
信
（
五
八
○
－
六
五
一
）
、
弘
忍
（
六
○
一
一
’
六
七
五
）
ら
の
、
い
わ
ゆ
る
「
東

山
法
門
」
系
の
人
々
と
、
『
縞
高
僧
側
』
の
法
沖
傅
に
系
譜
の
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
橿
伽
宗
」
系
の
人
々
と
が
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
、
今
日
仰
わ
る
東
山
法
門
の
人
々
の
著
作
に
は
、
こ
の
『
樗
伽
經
疏
』
に
お
い
て
画
要
な
位
圃
を
占
め
て
い
る
教
學
的
な
心

識
説
の
〉
」
と
き
は
全
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
彼
ら
が
直
接
こ
の
よ
う
な
も
の
を
製
作
し
た
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
考
え
に
く
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
楊
伽
宗
で
は
、
法
沖
傅
に
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
樗
伽
經
疏
』
や
『
拐
伽
經
抄
』
と
い
っ
た
『
樹
伽
經
』
の
註
郵
書
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
従
っ
て
、
達
摩
の
『
樹
伽
經
疏
』
の
作
者
と
し
て
先
ず
第
一
に
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
や
は
り
桶
伽
宗
の
人
々
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、

と
い
う
一
ろ
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
後
者
の
場
合
、
東
山
法
門
に
お
い
て
も
『
樹
伽
經
』
の
傅
統
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
更
に
、

「
可
師
後
。
醤
師
山
抄
四
趨
迎
郵
師
川
疏
五
超
明
郡
師
川
疏
茄
趣
胡
明
師
Ⅲ
疏
五
趣

（
別
）

師
抄
四
独
沖
法
師
疏
五
趨
岸
法
師
疏
五
池
髄
法
師
疏
八
趨
大
明
師
疏
十
窪
」

１
．
樹
伽
宗
に
お
い
て
初
め
か
ら
宗
祖
の
述
摩
の
著
作
と
し
て
製
作
さ
れ
た

Ⅱ
．
楊
伽
宗
の
何
者
か
の
既
存
の
著
作
が
、
後
に
迩
摩
に
假
託
さ
れ
た

遠
承
可
師
後
。
大
聴
師
川
疏
五
池
道
蔭
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連
摩
撰
と
い
う
『
梼
伽
經
疏
』
の
内
容
や
成
立
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
制
約
の
た
め
、
な
お
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
上
來

の
考
察
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
諸
黙
は
明
ら
か
に
し
え
た
よ
う
に
思
う
。

と
い
う
二
つ
の
可
能
性
を
考
え
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

現
時
銘
で
は
、
こ
れ
以
上
の
考
察
は
難
し
い
が
、
忌
凰
愚
纏
』
な
ど
の
古
い
綴
典
が
典
撞
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
、

「
菩
提
迩
摩
擬
」
に
擬
え
る
た
め
に
、
そ
う
し
た
も
の
が
故
ら
に
選
ば
れ
た
と
見
微
し
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

２
．
心
識
説
な
ど
の
教
學
的
な
問
題
が
爾
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。

３
．
心
識
説
に
は
、
第
八
識
を
「
心
」
、
第
七
識
を
「
意
」
と
す
る
な
ど
、
『
橿
伽
綴
』
の
正
確
な
理
解
に
基
づ
く
も
の
が
認
め
ら
れ

る
反
面
、
節
七
識
を
「
心
」
と
し
、
そ
こ
に
「
法
智
心
」
を
認
め
る
な
ど
、
地
論
宗
南
道
派
の
影
響
と
見
微
せ
る
も
の
が
含
ま

１
．
六
世
紀
中
葉
か
ら
七
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
あ
る
時
期
に
、
橿
伽
宗
の
人
々
に
よ
っ
て
菩
提
達
摩
に
假
託
し
て
製
作
さ
れ
た
可

ａ
・
梼
伽
宗
の
人
々
に
よ
っ
て
假
託
さ
れ
た

ｂ
・
東
山
法
門
の
人
々
に
よ
っ
て
假
託
さ
れ
た

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び
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菩
提
達
摩
に
假
託
さ
れ
た
『
栂
伽
經
』
棚
係
の
著
作
は
、
こ
の
『
拐
伽
純
疏
』
に
限
ら
れ
る
課
で
は
な
い
。
正
倉
院
文
書
や
「
古
聖
教

目
録
」
に
よ
っ
て
古
く
に
日
本
に
仰
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
『
榴
伽
經
科
文
』
や
、
『
栂
伽
師
資
妃
」
に
記
戟
さ
れ
て
い
る
『
拐

（
舵
）

伽
經
』
の
綱
要
漕
な
ど
の
文
献
が
、
か
っ
て
存
在
し
て
い
た
一
」
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
》
」
れ
ら
の
内
容
や
成
立
に
つ
い
て
は
全
く
分

か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
傍
伽
經
疏
』
と
多
く
の
黙
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
し
、
ま
た
、
楊

伽
宗
の
系
統
に
お
い
て
、
次
々
と
生
み
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
栩
伽
純
琉
』
や
『
栩
伽
繩
抄
」
の
内
容
も
、
恐
ら
く
は
こ
の
迩
摩
の
『
樹

伽
經
琉
』
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
當
時
、
独
自
の
活
動
を
展
開
し
つ
つ
あ
っ

た
東
山
法
門
の
画
賎
中
心
の
立
場
と
の
間
に
大
き
な
懸
隔
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
閏
）

別
に
》
噸
及
し
た
よ
う
に
、
東
山
法
門
の
思
想
自
侭
は
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
多
く
の
人
々
の

眼
に
新
鮮
に
映
っ
た
の
は
、
彼
ら
だ
け
が
思
想
の
組
織
化
や
教
學
的
基
礎
付
け
の
必
要
性
を
認
め
ず
、
生
の
ま
ま
の
諏
観
髄
駿
を
そ
れ
が

事
賞
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
肯
定
し
、
絶
對
化
し
得
た
と
い
う
黙
に
こ
そ
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
達
摩
の
『
拐
伽

繩
疏
」
よ
り
判
断
す
る
限
り
、
橿
伽
宗
の
人
々
の
著
作
に
は
、
そ
う
し
た
面
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
後
、
東
山
法
門
と
楊
伽
宗
は
、
全
く
異
な
る
展
開
を
辿
っ
た
。
東
山
法
門
が
次
第
次
第
に
隆
盛
に
向
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
法
沖
以
後
、

梼
伽
宗
は
そ
の
跡
を
完
全
に
絶
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
命
連
の
相
違
は
、
恐
ら
く
、
そ
う
し
た
両
者
の
性
格
の
相
違
そ
の

も
の
に
由
来
す
る
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

れ
て
お
り
、
両
者
の
調
停
は
十
分
に
は
成
し
遂
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

４
．
教
理
上
の
不
備
が
か
な
り
見
ら
れ
た
模
様
で
、
製
作
者
は
そ
う
し
た
終
合
性
に
は
必
ず
し
も
拘
泥
し
て
い
な
か
っ
た
ご
と
く
で

あ
る
。
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（
記
）
『
大
日
本
古
文
書
」
巻
第
十
二
、
五
一
三
頁
。

（駒）正倉院文脅については、「奉寓章疏築僻目録」（『大日本古文齋」巻第十二、五一一一六頁）などを審照。また、「古聖教目録」に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
中
園
。
日
本
鰯
典
章
疏
目
録
』
一
八
八
頁
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
菩
提
流
支
の
『
人
枅
伽
繩
疏
」
に
つ
い
て
は
別
に
詳
し
く
論

ず
る
融
定
で
あ
る
。

（開）牧田締亮監・落合俊典輯『中国・日本經典歳疏目録」（七寺古逸輕典研究盟野第六巻、大東出版社、一九九八年）一八八頁・
（
冊
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
落
合
俊
典
氏
よ
り
御
教
示
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
懸
謝
の
意
を
表
す
る
。
な
お
、
こ
の
妃
戦
は
本
鎗
文
の
上
闘
に

お
い
て
論
じ
た
「
初
伽
鰹
疏
』
の
仰
承
と
も
絡
む
問
題
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
も
加
筆
が
必
要
で
あ
る
が
、
別
の
機
街
を
期
す
る
こ
と
に
す

る
。

（
邸
）
「
疏
目
録
」
今
大
日
本
古
寺

四
、
二
五
一
頁
）
を
審
照
。

（
別
）
『
大
日
本
古
文
⑭
』
雀
剛
刑

（
塊
）
正
愈
院
文
岱
の
醐
經
関
係
文
啓
に
妃
さ
れ
た
「
空
」
の
愈
味
に
つ
い
て
は
、
栗
原
治
夫
氏
に
よ
っ
て
「
川
紙
倣
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ

る
か
、
宙
際
に
は
文
字
の
何
か
れ
て
い
な
い
空
白
の
紙
を
指
し
て
い
る
。
芯
然
布
施
の
對
象
か
ら
は
、
は
ず
さ
れ
る
」
（
「
奈
良
馴
鹿
純
の
製
作
手

順
」
〈
坂
本
太
郎
博
士
古
稀
妃
念
含
燭
『
綱
日
本
古
代
史
鐙
典
」
中
程
、
吉
川
弘
文
飾
、
一
九
七
二
年
〉
六
四
七
頁
）
、
あ
る
い
は
、
「
空
と
あ
る
の

は
巻
末
に
あ
っ
て
全
く
空
白
で
あ
る
か
、
攻
は
凹
鱒
が
一
行
乃
至
數
行
し
か
行
わ
れ
ず
、
布
施
の
脳
位
と
し
て
は
切
り
袷
て
ら
れ
る
が
、
資
際
に
は

柚
を
付
け
る
際
な
ど
に
必
要
な
用
紙
を
さ
す
こ
と
が
わ
か
る
」
（
同
上
、
六
四
八
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（邸）「疏目録」（『大日本古文野」巻節十二、五一一一一頁）、「奉蝿迩疏典仰目録」（同、五二二頁）、「寓了仰鐙疏章典仰等鰻」（趣鍬一一

註

審
照
。

『大日本古文轡』巻節八、三四五頁。この文窃では、『初伽睡疏」の内の三越（節二巻、節二趣、節五糧）が「百八十紙」で
あ
る
か
の
ど
と
く
に
妃
さ
れ
て
い
る
が
、
「
轍
疏
佼
鰕
」
に
お
い
て
、
こ
の
一
一
一
巻
の
紙
倣
を
初
め
「
百
八
十
一
枚
」
と
し
た
後
、
「
一
百
二
十
八
」
に

改
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
（
「
大
日
本
古
文
密
」
巻
節
八
、
三
八
七
頁
）
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
り
、
第
四
毬
を
除
い
た
四

途
の
紙
敵
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
文
窃
に
つ
い
て
は
、
侍
川
氏
前
掲
鏡
文
（
上
劇
（
本
譜
前
晩
所
收
）
の
註
Ｍ
参
照
）
の
五
一
七
頁
を
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（
調
）
落
合
俊
典
「
平
安
時
代
に
お
け
る
人
蔵
録
と
章
疏
目
録
に
つ
い
て
」
（
前
掲
『
中
園
。
川
本
鞭
典
章
疏
月
録
』
所
收
）

（
帥
）
前
掲
「
奈
良
朝
寓
鰹
の
製
作
手
順
」
六
四
○
頁
、
六
四
四
～
五
頁
を
参
照
。

（
Ⅲ
）
前
掲
「
奈
良
釦

（
Ⅲ
）
大
正
蔵
一
六
、

（
舵
）
ｂ
の
逸
文
で
》

（
舵
）
ｂ
の
逸
文
で
註
輝
さ
れ
て
い
る
經
文
の
少
し
前
の
部
分
に
は
、
「
海
水
起
波
浪
。
七
識
亦
如
是
。
心
倶
和
合
生
。
讐
如
海
水
愛
○
緬
種
波
浪
輔
。
七

識
亦
如
是
・
心
倶
和
合
生
」
（
大
正
蔵
六
、
四
八
四
中
）
と
見
え
、
「
心
」
を
「
七
識
」
か
ら
脇
別
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
第
八
阿
梨
耶
識
に
配
盆

す
る
こ
と
は
、
經
文
自
胆
か
ら
糟
然
那
き
出
し
得
る
結
論
で
あ
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
「
怠
」
を
第
七
識
に
充
て
る
こ
と
に
射
し
て
も
、
何
ら
疑

問
と
す
べ
き
黙
は
な
い
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
箙
殿
教
學
の
研
究
』
（
上
風
（
本
誌
前
晩
所
收
）
の
雄
蛆
参
照
）
一
一
一
八
二
頁
、
並
び

に
勝
又
俊
教
『
仏
放
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
』
（
山
聾
房
佛
瞥
林
、
一
九
六
一
年
）
六
五
七
～
六
○
頁
を
参
照
。

（
田
）
前
掲
冠
放
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
』
六
五
八
頁
参
照
。

（
Ｍ
）
珍
海
は
『
八
罰
幾
章
研
習
抄
』
に
お
い
て
、
『
楊
伽
經
疏
」
の
こ
の
文
章
を
引
い
た
上
で
、
「
考
之
。
正
是
引
勝
塾
説
解
楊
伽
耳
」
と
述
べ
て
い
る

（
「
附
録
」
の
Ｂ
‐
４
を
参
照
）
。

（
「
附
録
」
の
Ｂ

（
開
）
大
正
蔵
一
二
、

（
船
）
間
崎
直
道
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
』
（
瀞
秋
社
、
一
九
七
四
年
）
三
五
三
～
六
頁
審
照
。

（
町
）
ペ
リ
オ
ニ
○
九
一
興
・
こ
れ
は
、
吉
蔵
の
『
勝
謎
押
賓
耐
』
で
「
行
人
」
の
説
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
珍
海
の
『
八
識
我

嗽
研
習
抄
」
に
よ
っ
て
、
浄
影
寺
懲
遠
の
『
閥
狂
縄
義
妃
」
巻
下
の
鋭
の
引
川
で
あ
る
と
の
推
定
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
近
時
、
教
畑
本
『
勝
饗
經

義
記
』
の
出
現
に
よ
っ
て
そ
れ
か
破
認
さ
れ
た
。
「
附
録
」
Ｂ
Ｉ
４
の
「
八
識
義
軍
研
習
抄
」
の
文
章
、
並
び
に
Ｂ
ｉ
４
の
註
５
、
註
６
、
藤
井

教
公
「
勺
①
二
一
○
一
ｇ
・
巴
巴
「
勝
型
義
記
』
巻
下
残
巻
鹿
本
に
つ
い
て
」
（
「
聖
徳
太
子
研
究
」
一
三
、
一
九
七
九
年
）
一
一
一
五
頁
な
ど
を
参
照
。

（
田
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
華
殿
教
學
の
研
究
」
三
八
○
頁
、
一
一
一
八
二
頁
、
前
掲
『
仏
教
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
」
六
五
七
～
八
頁
、
六
七
五
～

（
開
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

六
頁
な
ど
を
参
照
。

（
的
）
「
附
録
」
の
Ｂ
‐
３
、
竝
ぴ
に
Ｂ
Ｉ
４
を
蕃
照
。

（
刊
）
高
崎
直
過
『
桐
伽
經
」
（
佛
典
識
座
Ⅳ
、
大
蔵
出
版
、
一
九
八
○
年
）
一
四
○
～
六
頁
参
照
。

（
Ⅶ
）
漉
魯
は
『
起
偲
諭
義
妃
教
理
抄
」
に
お
い
て
、
こ
れ
を
評
し
て
「
此
稗
者
。
流
注
生
滅
約
心
法
。
相
生
滅
約
諸
根
。
分
別
二
利
生
滅
見
」
と
一
百
つ

五
二
中
。

二

二

中
。

四
七
六
頁
、
四
九
四
頁
。
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（
打
）
宵
木
降
「
地
識
宗
南
近
派
の
填
修
・
縁
艦
説
と
蝿
如
依
持
鋭
」
（
「
東
方
聖
」
九
一
一
一
、
一
九
九
七
年
）
三
七
頁
。

（
耐
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
華
暇
教
學
の
研
究
』
一
一
一
八
○
～
九
六
頁
、
前
掲
「
仏
放
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
」
六
五
七
～
七
七
頁
な
ど
を
参
照
・

（
ね
）
懸
迫
は
、
「
大
乗
莪
章
」
巻
節
三
末
「
八
鐡
義
」
に
お
い
て
、
「
起
信
鏑
」
と
『
栂
伽
經
」
と
で
は
心
識
睨
に
大
き
な
迎
い
が
あ
る
と
し
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
、
「
起
信
造
」
の
説
を
採
用
し
て
い
な
い
。

「
有
人
川
説
。
面
識
名
心
。
妄
職
名
恵
。
邪
名
意
識
。
便
一
劃
。
小
乗
七
心
界
中
愈
根
界
者
。
是
邦
七
識
。
對
治
此
執
・
…
…
間
日
・
妄
撤
若

非
意
根
。
何
故
梼
伽
馬
鳴
證
説
爲
意
乎
。
瀞
一
一
一
□
。
彼
乃
借
名
顕
示
。
非
即
意
根
。
如
梼
伽
中
説
第
七
識
以
之
爲
心
・
馬
鳴
諸
中
宣
説
眞
識
以

之
鰯
心
。
遡
可
名
同
使
是
一
物
○
心
名
雄
同
○
眞
妄
期
別
。
意
名
難
一
。
何
妨
差
別
。
」
（
大
正
蔵
四
四
五
三
九
上
）

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
起
信
論
』
で
は
「
心
意
識
」
を
、
第
八
識
Ⅱ
「
心
」
、
第
七
識
Ⅱ
「
意
」
、
節
六
識
Ⅱ
「
意
識
」
と
す
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
配
漉
は
、
迩
摩
の
『
柳
伽
鰹
疏
』
の
ｂ
や
ｅ
の
逸
文
に
よ
っ
て
再
櫛
成
さ
れ
る
心
識
鋭
と
よ
く
一
致
す
る
。
し
か
し
、
『
起
信
論
」

自
髄
が
『
拐
伽
鰹
』
の
影
轡
下
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
事
責
に
よ
っ
て
『
楊
伽
輕
疏
」
が
『
起
信
論
』
を
前
提
と

し
て
い
る
と
桔
鎗
づ
け
る
の
は
早
計
に
過
ぎ
る
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
『
樹
伽
經
疏
」
の
現
存
す
る
逸
文
の
中
に

「
起
信
譜
』
の
直
接
的
な
影
轡
を
指
摘
す
る
こ
と
は
困
露
で
あ
る
し
、
先
述
の
｝
」
と
く
、
『
梼
伽
經
疏
』
の
心
識
説
は
『
拐
伽
鰹
』
の
本
文
目
胆
か
ら

（
洞
）
大
正
蔵
五
一
、
一
○
○
○
＋

（
石
）
大
正
蔵
五
○
、
五
五
二
上
。

（
布
）
こ
の
「
緑
智
一
の
税
は
、
鮪

（
門
）
『
出
三
蔵
犯
典
」
巻
第
九
所
收
の
避
醐
作
「
閥
塾
經
序
」
（
大
正
蔵
五
五
、
六
七
中
）
、
並
び
に
趨
第
一
四
所
收
の
「
求
那
欧
陀
腿
仰
」
（
同
上
、
一

○
五
下
）
を
審
照
せ
よ
。
た
だ
し
、
『
賢
愚
經
」
の
引
用
部
は
、
高
鹿
本
に
は
な
い
部
分
で
あ
る
か
ら
、
楢
初
か
ら
存
在
し
た
か
ど
う
か
問
題
を
残

て
い
る
（
「
附
録
」
の
Ｃ
・

（
泥
）
大
正
蔵
五
五
、
一
二
下
。

に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

し
て
い
る
。

こ
の
「
緑
智
」
の
説
は
、
地
論
京
北
道
派
の
激
し
い
批
判
の
對
象
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
が
南
道
派
に
特
有
の
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
北
近
派
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
「
綿
教
撃
」
四
○
晩
（
一
九
九
八
年
）
に
掲
戟
の
拙
稿
「
地
錆
宗
北
近
派
の
心
識
説

一
○
○
○
中
。

の
Ｃ
１
１
を
参
照
）
。
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菩
提
師
又
爲
坐
卯
衆
。
翻
幌
伽
要
義
一
巻
。
有
十
二
三
紙
。
亦
名
迩
摩
論
也
。
此
雨
本
論
。
文
理
Ⅲ
瀞
。
天
下
流
通
。
目
外
史
有
人
個
造
連
印
諭
三

巻
。
文
繁
理
散
。
不
堪
行
用
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
卸
の
語
録
２
、
柳
田
聖
山
『
初
期
の
卯
史
Ｉ
』
筑
摩
瞥
房
、
’
九
七
一
年
、
一
三
三
頁
）
。

（
開
）
前
掲
「
再
び
「
心
王
經
』
の
成
立
を
拾
ず
」
（
上
圃
（
本
誌
前
晩
所
收
）
の
註
６
参
照
）
の
九
四
～
八
頁
を
審
照
。

（
別
）
大
正
蔵
五
○
、
六
六
六
中
。

（
皿
）
『
楊
伽
經
科
文
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
上
篇
（
本
誌
前
暁
所
收
）
の
註
皿
に
お
い
て
言
及
し
て
お
い
た
。
一
方
、
逮
摩
に
蹄
せ
ら
れ
る
「
栂
伽
經
』

の
綱
要
窃
に
つ
い
て
は
、
淨
覺
の
「
初
伽
師
箇
紀
』
に
「
此
四
行
是
迩
摩
抑
師
親
説
。
除
則
弟
子
母
林
妃
師
言
行
。
災
成
一
潅
。
名
之
迩
摩
識
也
。

導
出
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
思
想
的
根
繊
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
『
超
信
捨
』
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
帥
）
填
諦
に
よ
る
『
攝
大
乘
論
」
の
醗
郷
と
流
布
に
よ
っ
て
、
地
諭
示
は
、
そ
の
影
轡
を
大
き
く
業
る
こ
と
と
な
り
、
地
論
宗
の
概
鎗
化
が
推
し
進
め

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
南
道
派
に
濁
特
な
心
・
意
・
識
の
配
當
に
封
す
る
影
響
は
必
ず
し
も
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
と
い
う
の
は
、
前
掲
の
拙
稿
「
地
論
旅
北
近
派
の
心
識
鋭
に
つ
い
て
」
で
鐙
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
思
想
自
阻
が
、
如
来
蔵
思
想
に
立
脚
す
る
南

遊
派
の
錐
本
的
弘
明
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
容
易
に
は
改
め
が
た
い
も
の
で
あ
る
う
え
に
、
興
諦
の
心
・
恵
・
識
の
配
衞
か
、

六
識
Ⅱ
心
第
七
阿
陀
那
識
Ⅱ
意
第
八
阿
梨
耶
識
Ⅱ
識

と
い
う
、
他
に
全
く
例
を
見
な
い
極
め
て
特
異
な
も
の
で
（
前
掲
『
華
殿
教
學
の
研
究
」
三
八
○
～
一
画
を
参
照
）
、
傅
統
説
と
含
通
し
が
た
い
も

以
下
、

て
お
く
。

の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

附
録参
考
の
た
め
に
、
「
附
録
」
と
し
て
、
多
少
の
孜
鐙
と
と
も
に
菩
提
達
摩
の
『
楊
伽
經
疏
』
を
引
用
す
る
猪
文
献
を
列
畢
し
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Ａ
・
安
然
（
八
四
一
－
八
九
八
）
『
悉
曇
蔵
』
巻
第
一
一
（
元
慶
四
年
〈
八
八
。
〉
鍵
）

（
１
）

（
２
）

１
．
「
八
聲
八
幸
ロ
六
十
四
音
者
。
次
第
記
云
。
唯
此
梵
文
。
前
劫
後
劫
。
六
十
四
種
之
梵
音
文
。

（
１
）
こ
の
箇
所
は
、
安
然
自
身
が
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
「
夫
音
聾
者
。
四
大
四
微
と
所
撃
幾
．
四
万
四
時
之
所
合
趣
・
分
成
三
聚
之
聾
・
聚
爲
一
二

科
之
悟
。
衝
五
輪
而
生
。
随
二
息
而
出
。
飼
七
虚
而
起
。
純
五
虚
伽
鳴
・
随
五
行
而
靭
。
能
成
四
和
二
値
・
而
褒
四
訓
四
聾
一
十
四
音
・
巧
作

川圏Ｎ割。利Ⅲ四割。或興四時合。或與四方合。腫開三密門。合三平等」（三八一一下）と述べたのを、自らその一句一句
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

（
２
）
「
次
第
記
」
は
、
安
然
の
『
悉
曇
十
二
例
』
に
「
全
腫
相
公
次
第
紀
云
」
と
し
て
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

安
然
自
身
の
蒋
作
で
あ
る
『
諸
阿
閣
梨
填
高
密
教
部
類
總
録
」
（
八
八
五
年
）
に
も
見
え
ず
、
未
詳
。

（
３
）
北
魏
の
慧
覺
等
認
『
賢
愚
鯉
』
巻
第
六
、
「
快
目
王
眼
施
緑
品
第
二
十
七
」
の
目
頭
に
「
如
是
我
凹
・
一
時
佛
在
舍
術
國
祇
樹
給
孤
濁
園
・
爾

時
世
尊
。
大
衆
阻
遡
。
而
爲
説
法
。
城
中
人
氏
巣
聴
法
者
。
往
至
佛
所
。
前
後
棚
次
。
時
城
中
有
盲
婆
雛
門
。
坐
街
通
過
・
聞
多
人
衆
行
歩
駛

疾
。
即
問
行
人
。
此
多
人
衆
欲
何
所
至
。
行
人
答
日
。
汝
不
知
耶
。
如
来
出
世
。
此
難
値
遇
・
今
庄
此
國
敷
演
道
化
。
我
等
欲
往
聴
其
説
法
。

蜀
個
「
六
不
誤
聾
。
七
深
抄
聾
。

山
室
か
即
十
道
・
必
洞
緊
喋
佛
文
。
〈

烏
聾
。
其
人
受
性
凶
暴
。
樂
爲
傷
害
引
似
副
劃
澗
矧
ゴ
副
葡
司
凋
矧
翻
矧
鯏
謝
謝
圏
割
朝

閃
蔑
曇
ロ
ー
亦
名
七
例
句
く
除
第
八
呼
聾
。

即
盛
⑥

金
玲
國
耳
ｃ
其
人
一
回
一
一
畳
魔
⑥

四
通
。
互
鼓
霞
。

聖
前
山
宜
口
叫
哉
ロ
川
、
獣

併
音
聾
ｃ
何
得
相
具
。
佛
梵
音
中
。

憾
繭
金
。
八
梵
聾
。
英
人
福
徳
彌
高
。
着
国
劇
割
引
胴
剛
謝

Ｇ
｜
股
仔
聾
。

囲
。
一
息
聾
。

聟
Ｃ
三
濡
軟
聾
。
四
凋
和
聾
⑥

朝
圏
相
貝
八
梵
転
ロ
。
則
戎

磨
拐
伽
鰹
琉
叶

一
山
割
く
付
パ
ー
八
』
鼬
回
廊
『
四
配
本
幽
胡
一
Ｃ
凶
虹

買
窮
下
賎
。
四
個
錘
耳
。
吐
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是
佛
・
揃
有
梵
商
。
汝
可
將
我
往
至
典
所
。
揃
拭
聴
之
。
稀
迅
佛
不
。
時
行
路
人
。
因
牽
將
往
。
漸
近
佛
所
。
川
佛
説
法
。
梵
音
具
足
。
深
遠

流
暢
・
歓
葛
踊
剛
・
爾
目
得
開
。
便
得
見
佛
。
紫
磨
金
色
。
一
一
一
十
二
相
。
明
朗
如
日
。
即
時
埴
佛
。
喜
慶
無
皿
・
佛
爲
説
法
。
志
心
瞳
受
。
即

破
二
十
億
悪
・
御
須
陀
一
理
已
得
慾
眼
。
便
求
出
家
。
佛
言
普
來
。
使
成
沙
門
。
佛
亜
方
便
。
贋
爲
説
法
。
即
復
尋
得
阿
雛
漢
果
。
一
切
衆
會
。

其
不
奇
怪
」
（
一
一
一
九
○
中
～
下
）
と
見
え
る
（
た
だ
し
、
こ
の
部
分
は
高
匝
本
に
は
存
在
し
な
い
）
。
従
っ
て
、
『
悉
母
蔵
」
（
大
正
蔵
本
）
の

「
恩
不
服
潔
」
の
「
恩
」
は
「
志
」
の
誤
り
、
ま
た
、
「
一
一
一
尺
鳥
聾
」
の
「
烏
」
は
「
烏
」
の
誤
り
と
知
ら
れ
る
。

（
４
）
こ
れ
は
、
「
四
巻
栩
伽
』
巻
第
三
の
「
爾
時
○
大
慈
善
薗
白
佛
言
。
世
尊
。
何
故
世
尊
於
大
衆
中
咄
如
是
一
計
。
我
足
過
去
一
切
佛
及
柧
馴
受
生
。

我
爾
時
作
漫
陀
創
槍
聖
王
。
六
牙
大
象
及
圏
鵡
鳥
。
稗
提
桓
因
。
善
眼
仙
人
。
如
是
等
百
千
生
經
説
。
佛
告
大
慾
。
以
四
等
故
。
如
来
胆
供
等

正
挺
・
於
大
衆
中
咀
如
是
言
・
我
鬮
時
作
拘
葡
孫
。
拘
那
含
牟
尼
。
迦
葉
佛
。
如
何
四
等
。
捌
字
等
語
等
法
等
身
等
。
是
名
四
等
。
以
四
柧
等

故
・
如
来
駆
供
等
正
礎
・
於
大
衆
中
唱
如
是
言
。
云
何
字
等
。
若
字
榊
我
爲
佛
。
彼
字
亦
禰
一
切
諸
佛
。
彼
字
自
性
無
有
差
別
。
是
名
字
等
。

（
５
） 此
婆
羅
門
而
有
一
術
。
衆
生
之
中
有
八
極
聾
。
悉
能
別
識
知
其
相
禄
。
何
謂
八
種
。

薊
釘
１
劃
剛
圏
割
引
樹
園
剰
割
引
謝
田
劃
劃
引
綱
鯏
轄
聖
王
。
出
家
學
道
。
必
得
成
佛

劃
印
鋼
劃
引
司
副
洲
劃
訓
ｕ
副
釘
鋼
劃
Ⅶ
川
副
剰
劃
Ⅶ
掬
馴
劉
制
引
凋
川
劃
幽
訓
村
劉
劉
劃
Ⅶ
謝
利
鯛
凋
引
引
刑
脇
聾
者
○
受
性
凶
暴
。
巣
爲

劃
割
引
副
翻
矧
幽
訓
鯏
鯏
迦
馴
引
凶
劇
剛
鯏
引
刈
酬
劃
劉
引
矧
劉
鋼
遡
１
燗
胴
淘
湖
引
田
仙
刈
刊
引
釘
鍋
劉
荊
引
巨
駈
繍
財
○
其
人
必
積
千
侭

伽
剰
劃
劃
幽
・
云
何
身
等
・
謂
我
興
諸
佛
法
身
及
色
身
相
好
。
無
有
差
別
。
除
爲
調
伏
彼
彼
諸
趣
差
別
衆
生
故
。
示
現
租
禰
差
別
色
身
○
是
名

身
等
・
云
何
法
等
・
調
我
及
彼
佛
押
三
十
七
菩
提
分
法
。
略
説
佛
法
無
障
硬
智
。
是
名
四
等
。
是
故
如
来
駆
供
等
正
偲
。
於
大
衆
中
唱
如
是
言
」

（
大
正
蔵
一
六
、
四
九
八
中
～
下
）
と
い
う
簡
所
に
封
す
る
註
翻
と
考
え
ら
れ
る
。

司
剛
劃
馴
列
捌
到
利
刊
四
剛
創
罰
劃
翻
矧
劉
引
御
調
刎
剰
噸
倒
割
凹
釧
銅
刎
圏
引
刈
Ｈ
創
剛
創
割
割
矧
倒
劉
引
綱
墹
鯛
剛
無
有
蓋
別
。
迦
陵
顕

ｕ
剛
副
１
關
剥
Ｎ
矧
劃
」
（
大
正
蔵
八
四
、
六
八
五
上
）
と
引
用
さ
れ
、

こ
の
『
悉
曇
蔵
」
の
文
歳
は
、
了
尊
（
生
硬
年
未
詳
）
の
『
悉
曇
鎗
略
団
抄
』
（
一
二
八
七
年
）
巻
第
六
に
「
蔵
一
一
云
。
述
磨
楊
伽
經
疏
抄
云
。

園
忠
一
。
七
深
抄
白
導
く
八
不
女
閲

『
目
Ⅱ
占
〆
片
Ⅲ
匪
必
餡
一
画
Ｉ
刺

瓦
音
中
。
蹴
り
八
軸
曲
耳
相
具
八
朝
尺
音
’
Ⅱ
曲

人
翻
圃
剣
劇
刑
劉
引
剰
倒
劃
割
引
調
閥
卿
了
ｑ
多
於
親
友
。
將
接
四
遠
。
其
鼓

ま
た
、
杲
智
（
一
一
二
○
六
’
一
三
六
二
）
説
、
賢
智
（
一
三
三
三
Ｉ

。
時
婆
羅
門
語
行
路
人
。
我
能
識
別
人
之
語
聾
。
若
貿

ヨ
三
尺
島
野
。
一
一
一
日
破
聾
。
四
日
胴
聾
。

四
随
梵
音
。
言
八
聞
聾
者
。
亦
名
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１（
１
）
こ
れ
は
、
祁
彫
寺
葱
遠
「
大
乗
義
取
』
巻
節
二
末
「
八
識
義
」
の
「
阿
梨
耶
者
。
此
方
正
翻
名
鳳
無
没
。
錐
在
生
死
不
失
投
故
。
鬮
義
傍
翻
。

名
別
有
八
・
一
名
蔵
識
。
如
来
之
蔵
爲
此
織
故
。
是
以
經
言
。
如
来
之
蔵
名
爲
蔵
識
。
以
此
識
中
浦
合
法
界
恒
沙
佛
法
。
故
名
爲
蔵
。
又
爲
空

義
所
田
蔵
故
。
亦
名
爲
蔵
。
二
名
聖
議
。
出
生
大
型
と
所
用
故
。
三
名
節
一
義
識
。
以
殊
勝
故
。
故
拐
伽
綴
説
之
以
爲
第
一
義
心
。
四
名
都
議
。

亦
名
無
垢
識
。
阻
不
染
故
。
故
經
説
爲
目
性
淨
心
。
五
名
眞
鐡
。
値
非
妄
故
。
六
名
眞
如
職
。
論
自
縛
目
。
心
之
胆
性
無
所
破
故
。
名
之
鳳
庇
。

無
所
立
故
。
説
以
爲
如
。
七
名
家
識
。
亦
名
宅
識
。
是
虚
妄
法
所
依
圏
故
。
八
名
本
識
。
輿
虚
妄
心
爲
根
本
故
。
名
別
如
是
」
（
大
正
蔵
四
四
、

Ｂ
珍
海
（
？
－
一
一
五
二
）
『
八
識
義
章
研
習
抄
」
（
保
安
元
年
〈
一
一
二
○
〉
撰
）

名
如
来
蔵
依
識
宅

文
多
分
呰
爾
・
ゴ
ロ
宅
識
蕃

（
同
）
へ
５
）

（
１
）
（
１
）

「
訓
云
。
阿
梨
耶
者
。
天
時
一
一
之
語
。
此
方
之
人
言
無
役
者
。
正
常
其
言
。
故
爲
正
翻
。
餘
蔵
等
名
。
以
別
義
翻
。
非
正
對
言
。
故

爲
傍
翻
・
於
中
無
没
通
於
共
相
離
分
二
門
云
云
・
倶
有
梨
耶
名
故
・
以
正
翻
故
・
…
…
菖
眞
纐
套
臼
・
阿
敗
一
左
・
略
説
［
有
］
三

（
２
）

（
１
）

蔀
識
。
贋
説
有
八
相
。
何
等
〔
爲
］
一
一
一
。
謂
眞
識
現
識
及
分
別
事
識
已
と
。
論
自
鰹
「
一
一
口
等
者
。
起
信
論
翻
心
腕
如
云
。
此
眞
如
佃
。

（
３
）

無
有
可
過
。
以
一
切
法
悉
皆
填
故
。
亦
無
可
立
。
以
一
切
法
皆
同
如
故
已
上
。
（
「
見
此
文
。
言
錐
少
異
。
其
義
賞
同
。
章
主
引

へ
Ⅱ
）

（
１
）

（
竹
下
）

八
不
女
聾
。
常
以
八
輔
聾
相
具
八
梵
音
。
即
成
八
八
六
十
四
稲
梵
音
文
」
（
大
正
蔵
六
一
、
六
八
一
下
）
と
引
用
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

『
悉
曇
蔵
』
（
大
正
厳
本
）
の
「
八
梵
商
」
は
「
八
梵
青
打
」
の
、
ま
た
、
「
衞
以
八
靭
聾
」
は
「
淋
以
八
鄭
聾
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

一
三
九
八
）
記
の
「
即
趣
稗
秘
要
妙
」
趨
節
四
に
も
「
六
十
四
柧
梵
音
者
。
悉
曇
薮
第
二
云
。
連
廟
樹
伽
經
疏
妙
云
。
古
徳
僻
云
。
八
創
梵
音

Ｉ
‐
１

（
５
）

己
化
。

兀
葭
匪
古
日
叶
肛
Ｋ
八
財

。
阿
敗
四
云
・
意
識
之
所
起
。
識
宅
意
所
住
。
達
磨
秤
云
。
八
識
爲
七
識
爲
七
識
等
依
之
而
住
故
。

（
６
）

鯏
織
総
一
変
。
亦
名
宅
識
。
一
切
稲
子
之
所
栖
慮
草
岻
。
」
（
懇
上
、
大
正
蔵
七
○
、
六
五
一
上
～
下
）
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２
．
「
訓
云
。
樹
伽
文
者
。
阿
餓
一
云
。
心
名
採
築
業
。
愈
名
贋
採
災
。
諸
識
識
所
識
。
現
等
境
説
五
巳
上
。
染
起
之
本
。
故
説
爲
心

者
。
妄
境
集
起
。
以
心
爲
本
。
由
心
分
別
。
妄
想
起
故
。
此
即
以
本
顛
末
。
縁
慮
取
境
之
義
。
以
再
心
也
。
…
…
次
言
所
識
現

（
５
）
こ
の
文
歳
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
怠
味
が
通
じ
な
い
。
恐
ら
く
「
八
識
爲
七
識
等
依
之
巾
住
故
。
名
如
来
蔵
爲
識
宅
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
６
）
眞
諦
認
『
朝
識
證
』
の
冒
頭
に
「
識
鄭
有
二
弧
。
｜
鄭
爲
衆
生
。
二
鞠
爲
法
。
一
切
所
縁
不
出
此
二
・
此
二
寅
無
。
但
是
識
鄭
作
「
相
貌
也
。

次
明
能
縁
有
三
節
。
｜
果
報
蛾
。
即
是
阿
梨
耶
織
。
一
一
執
識
。
即
阿
陀
那
繊
。
三
眼
識
。
即
足
六
識
。
果
報
識
者
。
潟
煩
悩
業
所
引
。
故
名
果

（
４
）
『
四
巻
楊
伽
』
巻
第
四
に
「
餌
時
。
世
尊
。
欲
亜
宜
此
義
。
耐
鋭
倒
一
百
。
二
乗
亦
非
乗
。
如
来
不
磨
滅
。
一
切
綿
所
説
。
説
離
猪
過
懇
。
爲
猪

無
間
智
・
及
無
除
湿
桑
。
誘
進
諸
下
劣
。
是
故
隠
廻
説
。
猪
佛
所
起
智
。
即
分
別
説
道
。
諸
乘
非
爲
乘
。
彼
則
非
偲
繋
。
欲
色
有
及
見
。
睨
是

（
２
）
『
四
巻
拐
伽
』
巻
第
一
に
「
大
慈
。
略
説
有
三
顧
職
。
贋
説
有
八
相
。
何
等
爲
二
。
調
頂
識
現
識
及
分
別
噸
識
。
大
慧
。
唇
如
明
鏡
持
諸
色
像
。

現
級
虚
現
亦
復
如
是
。
大
慧
。
現
識
及
分
別
邪
識
。
此
二
蝋
不
壊
。
相
展
側
因
。
大
慧
。
不
可
思
議
薦
。
及
不
思
識
愛
・
是
現
識
肉
。
大
慾
。

取
稲
郁
眼
。
皮
無
始
妄
想
菰
。
是
分
別
邪
識
因
」
（
人
正
蔵
一
六
、
四
八
三
上
）
と
見
え
る
。

（
３
）
眞
諦
課
「
大
乗
起
信
論
」
に
「
心
眞
如
者
。
即
是
一
法
界
大
總
相
法
門
随
。
所
謂
心
性
不
生
不
滅
。
一
切
猪
法
。
唯
依
妄
念
。
而
有
差
別
。

若
離
妄
念
。
Ⅲ
無
一
切
境
界
之
相
。
是
故
一
切
法
。
從
本
已
来
。
雛
高
説
相
。
雛
名
字
相
。
離
心
縁
相
。
咽
寛
平
等
。
無
有
鍵
異
。
不
可
破
壊
。

報
。
亦
名
本
識
。
一
切
有
爲
法
和
子
所
依
止
。
亦
名
宅
識
。
一
切
靴
子
之
所
栖
虚
。
亦
名
蔵
識
。
一
切
顧
孑
隠
伏
之
胞
」
（
大
正
蔵
三
一
、
六

一
下
）
と
見
え
る
。

唯
是
一
心
。
故
名
眞
如
。
以
一
切
言
説
假
名
無
貿
○
但
随
妄
念
不
可
得
故
。
言
填
如
祈
。
亦
無
有
柑
。
謝
司
説
之
極
。
因
昌
迫
蔚
。
此
興
如
組
。

五
七
六
上
）
と
見
え
る
。

五
二
四
下
～
五
上
）
に
封
す
る
解
説
で
あ
る
。

え
る
。

無
有
可
迫
。
以
一
切
法
悉
侍
反
故
。
亦
無
可
立
。
以
一
切
法
侍
同
如
故
。
常
知
一
切
法
。
不
可
説
不
可
念
故
。
名
爲
眞
如
」
（
大
正
蔵
一
一
三
、

四
住
地
。
意
識
之
所
起
。
識
宅
怠
所
住
。
意
及
眼
識
等
。
断
滅
説
無
柑
。
或
作
湿
桑
見
。
而
爲
説
常
住
」
（
大
正
蔵
一
六
、
五
一
三
中
）
と
見

（
１
）

（
２
）
（
１
）
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仇
一
工
肛
偲
御
側
梨
‐
通
掘
脳
獅
狐
’
紬
捌
捌
所
撤
’
現
等
境
鋭
五
。
節
七
妄
識
。
災
起
と
本
。
故
鋭
爲
心
。
依
此
典
起
。
一
切
妄
境
。
随
而

分
別
。
名
採
典
業
。
第
六
意
識
。
退
司
緒
隈
。
故
説
爲
意
。
通
司
六
隈
。
名
贋
採
染
。
五
識
之
心
・
随
埴
別
了
・
名
爲
諸
麺
・
現
在
五
鰹
・
名

識
所
識
。
唯
知
現
在
五
昭
境
別
。
不
通
過
未
。
故
云
現
等
境
五
也
。
妄
分
此
一
一
一
。
此
妄
所
依
。
即
是
眞
識
・
通
別
爲
四
」
（
大
正
蔵
四
四
、
五

一
一
一
○
上
）
に
封
す
る
解
説
で
あ
る
。

（
２
）
『
四
巻
初
伽
」
巻
節
一
に
「
爾
時
。
世
尊
。
欲
砿
宣
此
義
而
説
例
言
。
替
如
巨
海
狼
。
斯
由
猛
風
起
。
批
波
鼓
英
巫
・
無
有
断
絶
時
・
蔵
識
海

（
１
）
こ
れ
は
、
淨
影
寺
慧
遠
『
大
乗
義
軍
」
巻
第
三
末
「
八
識
義
」
の
「
｜
開
妄
合
眞
。
以
説
四
祇
妄
中
分
一
二
・
五
識
爲
一
一
・
妄
識
爲
一
一
一
・
故
初
１

１

即
翻
心
能
集
諸
業
文
。
云
第
七
識
。

首
尾
。
眞
識
名
心
。
甚
順
文
勢
。
云
何
成
立
章
主
意
耶
。
答
。
心
意
識
名
寳
通
諸
識
。
故
攝
論
疏
第
二
日
・
就
通
以
辨
・
’
一
一
識

（
６
）

皆
有
心
意
識
義
。
今
就
隠
顛
三
名
各
別
已
と
。
又
以
八
種
倶
名
爲
識
一
二
。
又
下
文
云
。
心
聚
法
中
・
總
名
心
法
。
十
二
虚
中
合

（
６
）

爲
愈
蝿
。
名
錐
同
。
興
妄
繭
別
。
意
名
錐
一
。
何
妨
差
別
巳
化
。
故
蝿
虚
文
作
郁
耐
説
。
或
税
第
八
税
名
爲
心
・
如
彼
心
倶
和

合
生
文
。
或
説
妄
識
説
名
爲
心
。
如
人
栂
伽
第
七
巻
云
。
餘
七
識
者
・
［
心
］
意
意
識
薪
←
勝
鍵
經
云
・
及
心
法
翫
←
起
信
論
云
。

心滅辮種法嘩綴大乗論云・繍説心名・此名目第二識巳上・如是非一・或説四種或説共相。或説離分。
（
、
）

或
唯
説
妄
識
。
或
通
説
眞
妄
。
如
是
異
説
。
不
可
一
途
。
爾
今
此
文
。
以
現
境
五
。
頚
其
諸
識
。
ゴ
、
不
掴
第
六
・
以
此
推
之
・

上
二
句
説
六
七
識
也
。
又
説
第
七
名
業
相
識
。
採
集
業
榊
○
正
揃
此
鍵
。
故
菩
提
流
支
。
既
以
心
能
典
猪
業
之
幻
缶
解
業
相
識
。

（
１
）

（
１
）

等
境
者
。
畢
所
了
境
。
以
成
識
義
。
一
ゴ
ロ
説
五
者
。
畢
其
敷
別
。
以
顛
猪
也
。
問
。
經
上
文
日
・
七
識
亦
如
是
・
心
倶
和
合
生
己

（
３
）

・
胆
。
此
説
七
識
與
眞
心
倶
。
乘
此
文
勢
方
云
。
諸
識
心
如
是
。
異
亦
不
可
得
。
心
名
採
集
業
等
・
故
知
・
此
文
眞
識
名
心
。
又
楊

伽
縄
文
説
。
心
意
意
識
及
以
互
鞭
如
總
品
一
室
。
心
能
造
猪
業
。
恵
是
能
分
別
・
愈
識
能
知
法
・
丘
繊
虚
妄
見
己
化
・
如
是
非

（
５
）

伽
云
。
心
爲
採
典
業
。
愈
爲
贋
採
災
。
緒
撤
撤
洲
鋼
１
劃
割
閲
劉
、
。

一
。
故
知
。
此
中
亦
説
此
四
・

飼
達
磨
翻
亦
殺
一
途
。
不
須
和
曾
。
」
（
巻
中
、
大
正
蔵
七
○
、
六
六
五
中
～
六
上
）

爲
五
。
此
秤
開
四
。
善
契

２５



（
４
）
『
四
巻
枅
伽
」
懸
第
四
に
「
大
慧
。
善
不
善
者
調
八
識
。
何
等
爲
八
。
刑
如
来
蔵
名
識
蔵
。
心
意
意
識
及
五
識
身
。
非
外
道
所
説
」
（
大
正
蔵

一
六
、
五
一
一
一
中
）
と
見
え
る
。
な
お
、
こ
の
文
章
は
、
後
に
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
（
Ｂ
‐
３
、
Ｂ
‐
４
）
。

（
５
）
「
十
巻
拐
伽
』
毬
第
几
に
「
如
背
亦
及
聾
。
珂
乳
及
石
蜜
。
新
果
猪
花
等
。
如
月
猪
光
明
。
非
一
亦
非
異
。
如
水
中
洪
波
。
如
是
七
淑
緬
。
共

於
心
和
合
・
如
大
海
鯏
受
・
是
故
波
極
秘
。
阿
梨
耶
亦
蘭
○
名
識
亦
如
是
。
心
意
及
意
識
。
分
別
外
相
義
○
八
無
差
別
相
。
非
能
見
可
見
。
如

（
３
）
註
２
の
二
亜
下
線
部
を
蕃
照
。

五
七
四
中
～
下
）
と
見
え
る
。
な
お
、
『
四
巻
楊
伽
』
に
は
、
こ
れ
に
封
腿
す
る
部
分
は
存
在
し
な
い
。

（
６
）
未
詳
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
『
八
識
袋
寧
研
習
抄
』
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
「
相
法
師
」
の
「
樋
大
乗
論
疏
』
を
折
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
は
「
東
城
傅
短
目
録
」
に
「
同
（
織
大
乗
鎗
）
古
塗
疏
七
准
帥
川
田
堅
と
（
大
正
蔵
五
五
、
二
五
六
下
）
と
見
え
る
も
の
に
他
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
糊
相
は
印
影
寺
懲
迫
の
弟
子
で
あ
る
が
、
彼
が
「
樋
大
乗
鵠
』
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
は
、
『
緬
商
佃
側
』
の
側
肥
に
「
末
南
投
徐

部
・
史
採
掘
鐙
及
以
毘
凰
○
侍
披
避
輔
禰
。
仰
名
東
塊
。
光
間
師
資
。
衆
所
師
同
」
（
大
正
蔵
五
○
、
亘
一
○
上
）
と
い
う
紀
述
が
見
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
確
麹
さ
れ
る
。
ま
だ
同
じ
く
亜
澗
伝
に
も
「
有
辨
相
法
師
。
騏
兼
大
小
。
野
川
干
天
。
概
論
初
興
。
盛
其
餓
角
○
在
淨
影
寺
。

仙
波
巌
門
・
造
疏
五
瀧
・
即
紐
敬
述
。
京
躯
圏
衆
。
五
百
餘
佃
。
悪
義
之
者
。
倣
溌
一
一
百
」
（
同
上
、
五
四
五
下
）
と
見
え
、
「
慨
鏑
疏
』
を
著

わ
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
か
ら
、
「
束
域
仰
蝿
目
録
』
所
峨
の
も
の
は
、
継
倣
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
辮
相
の
粁
述
と
見
て
よ
い
と

（
７
）
『
十
巻
栩
伽
』
巻
銅
七
に
「
大
懸
・
阿
梨
耶
戴
打
。
名
如
来
蔵
。
而
興
無
明
七
敬
共
似
。
如
大
海
波
。
術
不
断
絶
。
身
凪
生
故
。
離
無
術
蝋

常
住
・
境
界
風
所
動
・
種
種
猪
識
浪
。
騰
剛
而
斡
生
。
青
赤
種
種
色
。
珂
乳
及
石
蟹
。
淡
味
衆
華
果
。
日
月
與
光
明
○
非
異
非
不
異
。
海
水
起

鋼
鋼
引
調
識
識
所
識
。
現
等
境
説
五

意
識
・
思
惟
諸
相
義
・
不
域
相
有
八
・
無
相
亦
無
相
。
響
如
海
波
浪
。
是
則
無
差
別
。
諸
識
心
如
是
。
異
亦
不
可
得
。
心
名
採
築
業
。
意
名
演

波
浪
。

大
海
水
波
。
無
有
差
別
相
。
諸
議
於
心
中
。
靭
愛
不
可
得
。

思
わ
れ
る
。

離
於
我
過
。
自
性
撒
淨
。
除
七
識
者
。
心
怠
怠
識
等
。

五
五
六
中
～
下
）
と
見
え
る
。

七
識
亦
如
是
。
心
倶
和
合
生
。

」
（
大
正
蔵
一
六
、
四
八
四
中
）
と
見
え
る
。

瞥
如
海
水
愛
。
種
稲
波
浪
鞠
。
ｕ
隷
刎
如
圏
１
回
側
訓
劃
劉
○
調
彼
蔵
識
虚
。
種
稲
譜
識
刺
。
調
以
彼

念
念
不
住
是
生
滅
法
。
七
識
由
彼
虚
妄
因
生
。
不
能
如
宵
分
別
猪
法
」
（
大
正
蔵
一
六
、

ｕ
洞
週
荊
劉
Ⅶ
創
鬮
燗
釧
別
引
愈
撒
能
知
法
。
丘
撤
虚
妄
具
」
（
大
正
蔵
一
六
、

（
大
正
蔵
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３
．
「
訓
云
・
若
衛
ご
下
・
引
經
爲
問
。

雛
第
一
識
。
無
別
識
阻
爲
第
二
識
因
。
及
生
起
識
因
。
鬮
劉
ｕ
割
引
姻
割
副
剰
．
割
。
佛
説
識
名
。
此
名
目
六
識
。
佛
説
意
名
。
此
名
目
第
一

戯
。
何
以
故
。
第
二
識
及
生
起
識
。
若
前
已
滅
。
後
識
欲
生
。
必
依
第
一
顕
生
。
及
能
生
目
頭
故
。
挽
名
怠
根
」
（
大
正
蔵
三
一
、
一
五
九
上

～
中
）
と
見
え
る
。

（
ｕ
）
「
十
巻
楊
伽
』
巻
第
二
に
「
爾
時
○
世
尊
而
鋭
偶
言
。
讐
如
巨
海
狼
。
斯
由
猛
風
起
。
洪
波
鼓
其
堅
。
無
有
断
絶
時
。
梨
耶
識
亦
爾
・
境
界
風

吹
助
。
削
副
諸
織
浪
。
腿
剛
而
鞠
生
。
聞
赤
聾
珂
乳
。
味
及
於
石
蜜
。
衆
躯
興
果
宵
。
如
日
月
光
明
・
非
異
非
不
興
。
海
水
起
波
浪
。
七
織
亦

如
是
。
心
倶
和
合
生
。
幡
如
海
水
動
。
薊
煎
波
浪
輔
○
梨
耶
減
亦
飼
。
極
稲
猪
識
生
。
心
慮
及
怠
識
。
爲
諸
相
故
説
。
猪
識
無
別
相
。
非
見
所

得
。
唯
心
虚
妄
。
以
心
生
則
種
種
法
生
。
似
鋤
剛
綱
函
潤
鋼
胡
」
（
大
正
蔵
三
一
一
、
五
七
七
中
）
と
見
え
る
。

（
川
）
眞
諦
調
『
掴
大
乗
論
稗
』
趣
節
一
に
「
論
日
。
尋
第
二
脇
。
離
阿
梨
耶
織
不
可
御
。
報
日
。
鋪
二
識
縁
鞆
一
鐡
起
我
執
。
蒋
離
節
一
識
。
此

識
不
得
起
。
故
知
有
第
一
識
。
今
成
就
第
二
識
。
爲
顛
第
一
識
故
。
諭
日
。
是
故
阿
梨
耶
識
成
就
爲
意
。
依
此
以
爲
顧
子
。
餘
識
得
生
。
翻
日
。

（
８
）
求
那
敗
陀
灘
諏
『
勝
型
節
子
呪
一
乗
大
方
便
方
贋
鰯
」
に
「
世
尊
。
若
無
如
来
薩
者
。
不
椰
服
苦
巣
求
温
盤
。
何
以
故
。
於
此
六
識
及
心
法

智
。
此
七
法
刹
那
不
住
。
不
煎
衆
苦
。
不
得
順
苦
楽
求
屋
桑
。
世
尊
。
如
来
蔵
者
。
無
前
際
不
起
不
滅
法
。
薊
諸
苦
。
得
脈
苦
樂
求
浬
桑
」
（
大

正
蔵
一
一
一
、
一
一
二
一
一
中
）
と
見
え
る
。
な
お
、
こ
の
『
勝
典
經
」
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｉ
３
、
Ｂ
－
４
も
参
照
せ
よ
。

（
９
）
境
諦
郵
『
大
乗
起
信
鎧
」
に
「
是
故
。
三
界
虚
侭
。
唯
心
所
作
。
離
心
Ⅲ
無
六
噸
境
界
。
此
袈
云
何
。
以
一
切
法
侍
従
心
起
妄
念
而
生
。
一

切
分
別
即
分
別
目
心
。
心
不
見
心
。
無
相
可
得
。
當
知
世
間
一
切
境
界
。
呰
依
衆
生
無
明
妄
心
而
得
住
持
。
是
故
。
一
切
法
如
鏡
中
像
無
阻
可

磨
騨
云
。
心
者
法
智
心
也
訓
云
．
以
鴎
鴛
膳
法
和
風
四
口
刺
割
圏
匂
調
切
ｐ
ｒ
ｏ
此
文
既
説
如
来
蔵
識
別
爲
一
極
。
故
知
。
此
文

説
離
分
門
。
經
巾
既
合
眞
識
妄
識
名
爲
｜
轍
。
濁
事
分
六
。
若
如
前
言
。
何
故
綴
中
不
説
眞
妄
各
有
六
識
。
爾
唯
經
説
三
重
識

中
各
有
六
識
・
定
非
正
説
・
良
駈
ご
下
・
答
文
可
知
・
」
（
巻
中
、
大
正
蔵
七
○
、
六
六
七
下
）

見
相
。
瞥
如
海
水
波
。
是
則
無
差
別
。
猪
識
心
如
是
。
異
亦
不
可
得
。

蔵
一
六
、
五
二
三
中
～
下
）
と
見
え
る
。
な
お
、
こ
れ
は
、
柱
２
の

（
３
）

薔
者
謂
八
識
。
何
等
爲
八
。
謂
如
来
蔵
名
識
蔵
。
、
意
識
及
丘
蔵
口

『
四
巻
拐
伽
」
の
文
に
封
鹿
す
る
箇
所
の
「
十
趨
拐
伽
』
の
文
で
あ
る
。

心
能
染
諸
業
。
意
能
観
集
境
。
識
能
了
所
識
。
五
識
現
分
別

「
ｉ
‐
１
１
‐
‐
－
１
１

（
４
）

」
（
大
正

達
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４
・
「
訓
云
・
聞
諏
奪
者
・
問
・
維
摩
説
無
第
七
情
○
文
如
前
引
・
説
有
七
識
者
・
即
樹
伽
勝
墜
説
也
・
破
何
三
別
。
｜
者
躯
經
所
説

（
２
）

破
・
楊
伽
迩
姉
一
別
數
引
。
勝
翼
經
云
・
若
無
如
来
蔵
者
・
不
得
祇
苦
樂
［
求
］
浬
薬
。
何
以
故
。
於
此
六
識
及
心
法
智
。
此
七
法

刹
那
不
住
・
不
種
衆
苦
・
不
得
厭
苦
樂
求
浬
類
義
記
下
云
。
於
此
六
識
及
心
法
智
。
此
七
不
住
。
明
其
離
眞
妄
臘
不
立
。
若

（
５
）

無
反
此
七
一
念
不
立
。
名
刹
那
不
住
。
不
種
已
下
。
明
其
離
眞
妄
即
無
用
己
上
。
問
。
賓
窟
下
巻
引
表
記
文
已
一
万
。
此
造
疏
人

（
ｎ
）

不
見
攝
論
。
鋼
第
七
職
名
法
智
。
［
樋
］
鰭
第
七
［
識
］
名
阿
陀
那
。
此
一
室
無
解
職
。
況
得
榊
法
智
耶
。
今
所
明
者
。
六
識
。
不

（
術
γ
）

（
既
）
（
術
字
）

（
術
字
）

（一巫）

異
噛
騨
。
［
及
］
心
法
智
者
。
六
識
ｕ
是
心
王
也
。
智
足
心
倣
法
也
。
故
呂
心
法
智
。
小
乗
人
Ｈ
・
巾
六
識
起
煩
悩
稲
苦
。
巾
心

（
６
）

法
［
智
］
能
厭
苦
樂
［
求
］
浬
繋
。
何
須
佛
性
己
化
。
〈
「
依
此
文
。
｛
早
主
所
翻
難
可
依
信
。
翻
祥
誠
經
深
契
經
」
尾
所
以
概
論
明

（
７
）

第
八
識
。
多
對
小
乘
。
明
六
識
中
染
淨
之
用
皆
依
第
八
。
經
中
所
明
。
況
非
之
耶
。
答
。
寳
窟
之
文
。
其
旨
錐
明
○
今
輝
亦
會

佛
經
義
勢
。
故
彼
梼
伽
何
敗
多
羅
第
四
巻
云
。
大
慧
。
我
於
此
義
。
以
神
力
建
立
。
令
勝
璽
夫
人
及
利
智
満
足
諸
菩
薩
等
。
宣

（
鵠
）

（
８
）

暢
演
説
如
来
蔵
及
識
蔵
名
［
輿
］
七
識
倶
生
。
又
一
室
。
大
慧
。
七
識
不
流
軸
。
不
受
苦
楽
。
非
浬
桑
因
。
大
慧
。
如
来
蔵
者
。
受

（
９
）

苦
樂
・
輿
因
倶
若
生
若
滅
巳
に
。
首
尾
所
明
。
是
如
来
蔵
能
持
七
識
。
即
勝
鍵
顛
共
説
同
明
。
七
法
者
即
七
識
也
。
爾
彼
攝
論

（
１
）
こ
れ
は
、
淨
影
寺
悠
逮
『
人
朶
幾
歳
』
巻
第
毒
末
「
八
繊
幾
」
の
「
又
随
莪
別
。
亦
艸
分
繊
以
燗
十
八
。
彼
人
識
中
。
Ⅲ
識
、
六
・
邪
織
と

本
。
妄
識
行
六
・
妄
識
所
依
。
填
識
有
人
ｏ
故
有
十
八
。
浩
使
妄
眞
齊
有
六
者
。
何
故
純
中
但
税
八
識
。
且
以
邪
識
鶉
別
義
。
鰯
随
根
分
六
。

妄
眞
不
噸
。
不
随
根
別
。
故
但
百
八
」
（
大
正
蔵
四
円
、
五
一
一
一
一
中
）
に
封
す
る
解
説
で
あ
る
。

（
２
）
『
四
巻
楊
伽
』
巻
第
四
に
「
大
慈
。

’
六
、
五
一
Ｆ
一
中
）
と
見
え
る
。
こ
の
文
章
は
Ｂ
Ｉ
２
に
既
出
で
あ
り
、
更
に
Ｂ
Ｉ
４
で
も
達
摩
の
註
縛
と
と
も
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
こ
れ
は
、
Ｂ
ｌ
２
の
益
８
の
『
勝
鍵
純
』
の
引
用
文
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
こ
の
『
樹
伽
鰹
疏
』
の
文
蹴
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
ｌ
４
も
審
照
せ
よ
。

。
非
外
道
所
説
」
（
大
正
蔵
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正
蔵
一
一
一
、
二
→
二
中
）
と
見
え
る
。
ほ
お
、
こ
の
文
巌
は
既
に
Ｂ
－
２
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｂ
１
３
６
審
鮒
。

（
５
）
、
影
寺
慧
通
の
『
勝
墜
鰹
義
妃
』
は
、
こ
れ
ま
で
下
巻
を
峡
い
て
い
た
が
、
近
時
、
敦
煙
本
（
ペ
リ
オ
一
一
○
九
一
暁
）
が
發
兄
さ
れ
た
た
め
、

こ
の
原
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
於
此
六
識
及
心
法
智
。
舩
其
妄
心
。
六
是
平
識
。
及
心
法
智
是

（
４
）
求
那
餓
陀
瓢
諏
『
勝
璽
師
子
叺
一
采
大
〃
使
万
腿
純
』
に
「
世
尊
。

節
五
犬
。
如
第
六
陰
。
如
節
七
悩
○
如
十
二
一
人
。
如
十
几
界
。
菩
繭
槻
衆
生
同
宕
此
。
如
無
色
界
色
。
如
蝋
穀
牙
。
如
須
陀
菰
身
見
。
如
阿
那

含
人
胎
。
如
阿
羅
漢
三
毒
。
如
得
忍
菩
薩
古
志
段
禁
。
如
佛
煩
悩
習
。
如
盲
者
見
色
。
如
人
滅
謹
定
出
入
息
。
如
空
中
鳥
跡
・
如
石
女
兒
・
如

化
人
超
煩
悩
。
如
夢
所
見
巳
砺
。
如
減
度
者
受
身
。
如
無
姻
之
火
。
拷
鎌
観
衆
生
爲
済
此
」
（
大
正
蔵
一
四
五
四
七
上
～
中
）
と
見
え
る
。

（
３
）
こ
れ
は
、
『
四
稚
榴
伽
」
輯
飾
川
の
文
、
「
人
慧
。
鶴
不
紳
荷
捌
八
識
。
何
等
爲
八
。
綱
如
来
蔵
名
蛾
戯
。
心
意
怠
識
及
五
識
身
。
非
外
適
所

説
」
（
大
正
蔵
一
六
、
五
一
一
一
中
）
を
指
す
。
こ
こ
に
「
如
前
倣
引
」
と
一
ゴ
ロ
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
既
に
、
Ｂ
ｌ
２
、
Ｂ
Ｉ
３
で
引
用
さ
れ
て

（
１
）
こ
れ
は
、
沖
彫
寺
選
遠
『
大
飛
義
繭
』
趨
第
一
一
一
末
「
八
識
養
」
の
「
一
執
疋
無
。
行
人
川
説
但
何
六
鐡
無
第
七
柵
。
使
高
一
向
無
第
七
識
・

對
治
此
執
説
有
七
識
。
如
楊
伽
中
説
八
識
義
。
勝
婁
亦
云
。
七
法
不
住
。
若
無
妄
識
。
説
何
爲
八
。
説
何
爲
七
。
又
六
識
外
無
妄
識
者
・
聲
聞

糠
梵
人
浬
桑
時
・
躯
識
部
滅
。
即
座
是
佛
。
無
別
明
妄
識
心
故
。
人
浬
繋
時
。
錐
滅
邪
識
。
鯉
妄
猫
在
。
所
有
遜
妄
識
。
何
御
召
無
。
繩
中
所

召
無
七
柵
者
。
邪
識
之
中
。
無
如
七
价
○
非
無
妄
識
」
（
大
正
蔵
四
四
、
五
三
八
下
）
に
封
す
る
解
説
で
あ
る
。

（
２
）
『
維
摩
詰
所
説
經
」
巻
中
に
「
園
時
文
殊
師
利
問
維
摩
詰
言
。
菩
薗
云
何
観
於
衆
生
。
維
摩
詰
言
。
縛
如
幻
師
見
所
幻
人
。
菩
薩
観
衆
生
爲
若

此
。
如
智
者
見
水
中
月
。
如
鏡
中
見
此
、
像
。
如
熱
時
焔
。
如
呼
聾
轡
。
如
空
中
雲
。
如
水
聚
沫
。
如
水
上
泡
。
如
芭
蝋
堅
・
如
烟
久
住
・
如

量
翻
意
主
以
第
七
識
名
法
智
耶
。
…
」
（
毬
下
、
大
正
蔵
七
○
、
六
八
七
上
～
中
）

説
第
七
識
名
阿
陀
”
昔
。
且
約
迷
時
我
執
以
名
・
不
遮
悟
時
亦
名
法
智
・
又
第
七
識
望
彼
眞
心
・
皆
爲
無
解
・
爾
於
自
分
非
全

離
智
。
故
無
有
過
。
洲
凶
姻
瑚
倒
伽
銅
荊
皿
到
１
回
創
割
匂
綱
凹
引
ｕ
割
醐
捌
口
山
満
斫
考
之
・
肛
足
引
勝
璽
脱
解
櫛
伽
耳
。

智
。
此
七
法
刹
那
不
住
。
不
和
衆
苦
。
不
得
厭
苦
樂
求
浬
繋

Ｉ
Ⅱ

説
」
（

い
る
。

。
世
尊
。
如
来
蔵
者
。
無
前
際
不
起
不
滅
法
。
顧
猪
苫
。
得
脈
苦
樂
求
浬
桑
」
（
人

若
無
如
来
蔵
濁
。
不
御
峨
苦
樂
求
漣
桑
。
何
以
故
。
於
此
六
識
及
心
法

ｌ
‐
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よ
っ
て
確
認
で
き
る
（
肋
一
九
（

（
６
）
吉
蔵
『
勝
狂
賓
窟
』
巻
下
末
に

智
。
第
八
名
蔵
識
。
是
阿
利
耶
。

（
７
）
眞
諦
課
『
樋
大
乗
論
稗
」
巻
第
一
に
「
諭
日
。
復
次
諸
衆
生
蔵
此
識
中
。
由
取
我
相
故
。
是
故
名
阿
梨
耶
識
。
稗
日
。
蔵
者
以
執
垂
。
約
阿

陀
那
識
及
意
識
・
睨
衆
生
名
・
何
以
故
。
一
切
衆
生
無
無
我
執
。
我
執
若
起
縁
何
境
。
縁
本
識
起
。
微
細
一
類
相
網
不
断
故
」
（
大
正
蔵
一
一
二
、

一
五
七
中
）
、
「
論
日
・
云
何
於
聾
川
乗
不
説
此
心
相
。
及
説
阿
梨
耶
阿
陀
那
名
。
微
細
埆
界
所
掘
故
。
稗
日
。
問
各
問
名
胆
。
答
通
答
雨
間
○

此
識
於
所
知
中
段
微
細
。
以
非
二
乗
所
縁
故
。
此
識
亦
是
境
界
。
若
求
佛
果
人
。
必
須
通
連
此
識
。
此
識
是
晒
知
等
九
義
所
依
蔵
故
。
故
名
所

樋
。
復
次
菩
薩
有
微
細
境
界
蔵
。
此
識
錐
解
放
。
風
微
細
境
界
蔵
攝
。
議
日
。
何
以
故
。
聾
聞
人
無
有
勝
位
。
爲
得
一
切
智
智
。
騨
日
。
何
故

於
聾
聞
乘
不
説
微
細
境
界
。
野
間
人
不
作
正
勤
求
知
如
来
境
界
。
修
行
唯
爲
自
利
故
。
諸
聾
聞
人
惑
陣
。
由
苦
等
智
。
趣
淺
鳳
行
。
可
得
除
域
。

論
日
・
是
故
・
於
聾
間
人
・
離
此
説
由
成
就
智
。
令
本
願
凹
滿
。
故
不
爲
説
。
稗
日
。
猪
佛
見
聲
川
人
少
欲
知
足
。
求
除
目
惑
陣
。
此
障
若
離

此
智
。
由
餘
智
可
得
滅
除
。
本
願
得
成
。
不
爲
解
脱
他
陣
。
不
發
願
求
如
来
法
身
。
修
行
微
細
甚
深
道
。
故
不
爲
説
」
（
同
上
、
一
五
九
中
～

（
８
）
『
四
巻
拐
伽
』
巻
第
四
に
「
大
慈
。
此
如
来
蔵
識
蔵
。
一
切
聾
聞
緑
覺
心
想
所
見
。
雛
自
性
淨
。
客
幽
所
覆
故
。
猶
見
不
浄
。
非
諸
如
来
。
人

節
七
識
・
迷
時
名
心
・
解
名
法
智
。
此
七
不
住
。
明
其
離
眞
妄
値
不
祓
。
馴
六
妄
一
。
合
爲
七
法
。
無
眞
此
七
一
念
不
立
。
名
刹
那
不
住
。
不

秘
已
下
・
明
其
離
眞
妄
則
無
用
」
と
な
っ
て
お
り
、
『
八
識
義
章
研
習
抄
」
の
引
用
が
取
愈
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
恵
味
の
上

で
は
問
題
は
無
い
も
の
の
、
「
若
無
」
の
「
若
」
が
術
宇
、
「
則
無
用
」
の
「
則
」
が
「
即
」
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

従
来
か
ら
側
承
さ
れ
て
き
た
上
巻
は
、
末
尾
に
「
正
治
二
年
（
一
一
一
○
○
）
六
月
一
一
十
日
。
於
東
大
寺
本
房
。
以
珍
海
己
鋼
本
瞥
蝿
了
。
同
七

月
二
日
・
以
同
本
一
校
了
」
（
綱
蔵
－
１
二
○
‐
一
一
九
三
．
）
と
妃
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
八
識
義
束
研
習
抄
』
の
著
者
で
あ
る
珍
海
自
身
の
乎

瀞
本
を
祖
本
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
奈
良
時
代
に
こ
の
完
本
が
存
し
た
こ
と
は
、
石
田
茂
作
氏
の
『
奈
良
期
現
在
一
切
經
疏
目
録
』
に

よ
っ
て
確
認
で
き
る
（
剛
一
九
○
一
一
）
。

訓
噺
割
り
司
劉
利
剰
劉
引
劇
側
濁
割
引
割
引
利
鋼
剛
鬮
凶
劃
１
割
圏
側
剛
濁
Ⅷ
釧
割
側
濁
割
引
州
剰
刈
司
り
曲
詞
議
起
煩
機
能
靴
苦
。
由
心
辻

智
］
。
能
脈
苦
巣
求
浬
桑
。
何
須
佛
性

下
）
な
ど
と
見
え
る
。

割
刷
川
刊
則
圃
剰
引
釧
剰
匂
劉
制
閏
割
引
倒
麹
剰
八
識
名
阿
陀
那
。
此
云
無
解
識
。
豈
得
稲
法
智
耶
。

」
（
大
正
蔵
三
七
、
八
三
中
～
下
。
［
］
内
は
大
正
蔵
の
封
校
本
に
よ
る
補
足
）
と
見
え
る
。

娚
及
心
法
智
者
命

手
曰
く
▲
八
回
回
昭
心
皿
か
内
呵
ｕ
Ｉ
ｍ
閃
岑
ム
リ
』
和
即
今
ｗ
囚
し
■
貯
虹
。

四
比
甸
○
画
旧
」
四
通
、
＠
口
法
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Ｃ
，
湛
容
（
’
二
七
一
１
’
一
一
一
四
六
？
）
『
起
債
論
義
記
教
理
抄
』
巻
第
十
五
（
元
亭
二
年
〈
’
’
’
’
’
’
’
一
）
～
興
國
元
年
〈
一
一
一
一
四
○
〉
撰
）

（
１
）

１
．
「
琉
。
經
中
説
爲
相
生
滅
也
文
。
問
。
樗
伽
所
説
二
種
生
蝉
春
・
爲
但
限
心
法
縁
慮
・
爲
常
通
根
境
歓
・
両
方
・
若
一
玄
限
心

（
１
）
法
蔵
『
大
乗
起
僧
講
義
記
」
態
下
水
に
「
復
灰
分
別
生
滅
相
者
。
有
二
薊
。
云
何
属
一
一
。
一
者
勉
興
心
相
鰹
故
。
一
一
者
細
興
心
不
相
駆
故
。

明
庄
地
所
辞
。
凡
愚
不
挺
。
刹
那
見
妄
想
廟
心
」
（
大
正
蔵
一
六
、
五
一
二
中
）
と
見
え
る
。

（
、
）
興
諦
認
『
攝
大
乘
錨
卸
』
に
「
二
受
荷
搬
。
愈
界
名
受
者
。
識
即
亘
郁
意
識
。
｜
調
阿
梨
耶
識
。
是
細
品
愈
繊
。
恒
受
果
報
・
不
皿
砕
悪
・

但
足
無
圃
無
妃
。
一
一
陀
那
識
。
是
中
品
愈
識
。
但
受
凡
夫
身
果
報
。
三
者
調
常
所
明
意
繊
。
是
鹿
品
意
識
。
迦
受
善
悪
無
妃
三
性
果
・
五
識
亦

飼
○
此
三
品
意
識
。
通
能
受
用
果
報
。
但
今
捜
興
腰
爲
言
故
。
呼
梨
耶
識
爲
受
者
識
」
（
大
正
蔵
一
一
一
一
、
八
七
九
中
）
な
ど
と
見
え
る
。

（
Ⅲ
）
こ
の
『
初
伽
經
疏
』
の
文
章
は
、
多
少
の
文
字
の
相
迎
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
Ｂ
Ｉ
３
と
同
所
の
引
川
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）
『
四
巻
拐
伽
」
巻
簸
川
に
「

根
。
分
別
二
極
生
滅
兇
。
若
依
之
爾
者
。
今
疏
意
。
但
約
心
法
騨
之
。
況
十
巻
傍
伽
中
。

如
何
。
答
云
云
。
」
（
大
日
本
佛
牧
全
蒋
九
四
、
二
九
七
下
）

（
１
）

「
琉
。
經
中
説
爲
相
生
滅
也
文
・
問
・
樗
伽
所
説
一
一
種
生
輝
》
宮
・
爲
但
限
心
法
縁
一

法
者
。
今
此
約
所
相
之
法
麓
細
。
顕
一
一
報
生
住
異
滅
。
縦
錐
根
境
。
何
無
麓
細
乎
。

来
蔵
及
識
蔵
名
興
七
識
似
生
。
野
川
針
務
。
兇
人
法
無
我
。
故
勝
型
夫
人
承
佛
威
神
。
税
如
来
境
界
。
非
野
川
韓
礎
及
外
逝
境
界
・
如
来
蔵
細

蔵
。
唯
佛
及
餘
利
智
依
義
。
菩
藤
智
慧
境
界
。
是
故
。
汝
及
除
菩
醤
摩
河
薩
。
於
如
來
蔵
識
蔵
。
常
勤
修
學
。
英
但
川
覺
作
知
足
想
」
（
大
正

蔵
一
六
、
五
一
○
中
～
下
）
と
見
え
る
。

悪
。
如
来
者
眼
前
境
界
。
猶
如
掌
中
視
阿
摩
助
果
。

托
細
不
働
く
名
流
注
生
住
滅
ｃ
生
死
諸
根
滅
。
各
相
生
庄
感

架
。
非
温
繋
因
。
人
選
。
如
来
蔵
者
。
受
涛
輿
。
阿
刑

建
立
埴
令
闇
型
夫
人
及
利
智
欄
足
諸
菩
繭
等
。
宣
揚
繭
説
、

（
３
）

己
止
。

一
。
是
以
達
磨
闘
師
傍
伽
疏
第
一
云
。
無
始
以

此
郵
者
。
流
注
生
域
約
心
法
。
相
生
滅
約
諸

（
４
）

伽
中
。
識
有
二
梛
滅
等
云
云
。
豈
通
根
境
乎

。
四
住
地
無
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（
２
）
『
四
巻
栩
伽
』
巻
第
一
に
「
爾
時
。
大
慈
菩
蔬
摩
訶
蔬
奴
山
佛
一
奇
。
肚
尊
。
諸
識
付
幾
刺
生
住
滅
。
佛
告
大
慧
。
猪
識
打
己
椰
生
仏
滅
。
非
思

相
業
相
填
相
。
大
慈
。
略
説
有
三
禰
識
。
贋
税
何
八
桁
。
何
等
爲
三
。
捌
眞
識
現
識
及
分
別
邪
識
。
大
慾
。
響
如
明
鏡
持
諸
色
像
。
現
識
虚
現

亦
復
如
是
。
大
慾
。
現
織
及
分
別
邪
識
。
此
二
壊
不
麹
。
相
展
朝
因
。
大
慧
。
不
可
思
議
薦
。
及
不
思
議
愛
。
是
現
識
因
。
大
慧
。
取
顧
種
座
。

及
無
始
妄
想
薦
。
是
分
別
耶
識
因
。
大
慾
。
若
掴
彼
坑
識
。
剛
報
不
宵
猪
虚
妄
減
。
剛
一
切
根
激
減
。
大
慧
。
廷
名
相
滅
。
大
慧
。
棚
綱
滅
者
。

●

相
績
所
因
滅
。
則
相
綱
滅
。
所
從
滅
及
所
縁
減
。
則
相
綱
滅
。
大
慧
。
所
以
者
何
。
是
其
所
依
故
。
依
者
調
無
始
妄
想
蕪
。
縁
者
調
回
心
見
等

識
境
妄
想
。
大
慧
。
讐
如
犯
則
微
迎
。
非
典
非
不
興
。
金
班
眠
典
亦
遡
如
是
。
大
慧
。
溶
泥
側
微
剛
典
者
。
非
彼
所
成
而
宵
彼
成
。
是
故
不
興
。

若
不
異
者
。
則
泥
剛
微
醗
。
鯉
無
分
別
。
如
是
大
慈
。
輔
識
蔵
識
眞
相
若
異
者
。
蔵
識
非
因
。
若
不
異
者
。
軸
識
滅
。
蔵
識
亦
鹿
滅
。
而
自
填

相
賀
不
滅
。
足
故
人
葱
。
非
向
坑
相
識
減
。
但
梁
相
滅
。
溝
口
坑
棚
滅
蒋
。
蔵
識
則
滅
。
大
愚
。
蔵
識
滅
考
。
不
興
外
Ⅲ
断
兇
鏑
蝋
。
人
盤
。

彼
諸
外
道
作
如
是
鐺
。
調
攝
受
境
界
減
。
議
流
注
亦
滅
。
着
激
流
注
滅
者
。
無
始
流
注
鹿
断
。
大
慧
。
外
道
説
流
注
生
因
。
非
眼
識
色
明
築
會

而
生
。
史
有
異
因
。
大
慈
。
彼
因
者
。
説
蘭
消
勝
妙
粁
士
夫
若
、
在
若
時
若
微
隈
」
（
大
正
蔵
一
六
、
川
八
竜
上
）
と
見
え
る
。

（
３
）
「
各
相
生
住
滅
」
の
「
各
」
は
、
恐
ら
く
「
名
」
の
誤
り
。

（
４
）
『
十
趣
初
伽
』
粒
節
二
に
「
繭
時
。
Ⅲ
者
大
慾
菩
醗
彼
白
佛
謝
。
世
尊
。
諸
識
有
幾
椰
生
住
滅
。
佛
告
烈
者
大
慾
蒋
礫
高
。
大
慈
。
蛎
戚
生
住

前
中
高
勉
興
心
相
睡
者
。
六
染
中
前
一
一
染
是
心
相
鯉
。
其
相
麓
噸
。
継
中
説
爲
相
生
滅
也
。
細
輿
心
不
相
鯉
者
。
後
冤
染
是
心
不
柑
鹿
。
以
無

心
心
法
趣
顕
と
相
。
災
胆
微
細
但
流
不
絶
。
鰹
中
鋭
爲
流
注
生
滅
。
此
依
円
巻
梼
伽
。
十
巻
中
丘
。
識
何
二
稲
域
。
一
者
相
滅
。
三
相
綱
滅
。

生
住
亦
如
是
。
郷
中
出
名
。
不
別
顛
相
。
故
今
諭
主
約
相
腿
不
柑
感
義
。
噸
其
三
煎
勉
細
之
心
生
滅
と
相
○
河
中
有
Ｚ
。
初
約
人
對
甑
。
後

辨
相
所
依
。
初
中
對
三
位
人
也
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
六
八
下
～
几
上
）
と
見
え
る
。

一
者
相
住
。
二
者
相
綱
住
。
大
慧
。
猪
識
有
二
稲
生
。
一
者
相
生
。
一
一
者
相
綴
生
。
大
慈
。
識
有
三
剛
。
何
等
二
ｍ
。
一
者
則
相
識
。
二
審
業

相
識
。
三
者
智
相
識
。
大
慧
。
有
八
種
識
。
略
税
有
二
稲
。
何
等
爲
二
。
｜
者
了
別
識
。
一
一
者
分
別
事
識
。
大
慈
。
如
明
鏡
中
見
諸
色
像
。
大

慧
。
了
別
識
亦
如
是
。
見
椰
顧
鋺
像
。
大
慈
。
了
別
識
分
別
耶
淑
。
彼
二
馴
識
無
差
別
。
相
迭
共
爲
因
。
大
慾
。
了
別
激
不
可
思
趨
凧
塑
因
。

囲
所
田
。
胸

己
Ⅱ
酌
、
出
辿
』
白
白

此
旧
生
硬

。
猪
識
有
三
極
相
。
調
鞠
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大
慧
。
分
別
躯
識
分
別
取
境
界
。
因
無
始
來
戯
論
顛
習
。
大
慧
。
阿
梨
耶
識
虚
妄
分
別
緬
種
照
滅
。
猪
根
亦
滅
。
大
慈
。
是
名
相
滅
・
大
慾
・

棚
繍
滅
者
。
相
綱
因
滅
。
則
相
綱
越
。
因
滅
騨
滅
。
川
相
綱
滅
。
人
慧
。
所
調
依
法
依
縁
。
冨
依
法
者
。
綱
無
始
戯
論
妄
想
廟
習
・
言
依
獣
脅
・

珊
自
心
識
見
境
界
分
別
。
大
慧
。
野
如
泥
側
微
座
非
異
非
不
興
。
金
荘
躍
具
亦
復
如
是
。
非
異
非
不
異
・
大
懲
。
苫
泥
幽
異
者
・
非
彼
所
成
・

而
貨
彼
成
。
足
故
不
興
。
若
不
異
者
。
泥
剛
微
塵
剛
無
差
別
。
大
豊
。
如
是
軸
識
阿
梨
耶
識
。
苫
異
相
者
・
不
從
阿
梨
耶
識
生
・
岩
不
興
者
・

何
織
減
。
阿
梨
耶
識
亦
駆
域
。
而
自
相
阿
梨
耶
識
不
域
。
是
故
大
慧
。
猪
識
自
相
敏
。
自
相
滅
者
。
業
相
滅
・
満
、
相
域
祈
・
阿
梨
耶
識
腿
滅
・

大
慧
。
若
阿
梨
耶
識
滅
者
。
此
不
異
外
道
断
見
戯
論
。
大
慾
。
彼
諸
外
道
作
如
是
説
。
所
謂
離
諸
境
界
・
相
繍
激
減
。
相
緬
激
減
己
・
即
滅
諸

蛾
。
大
慾
。
粁
相
編
職
域
者
。
無
始
世
来
猪
識
鹿
滅
。
大
慈
。
猪
外
逝
悦
。
相
綱
猪
識
從
作
者
生
。
不
挽
繊
依
眼
色
窄
明
和
合
而
生
・
而
説
行

作
者
。
大
慧
。
何
者
是
外
道
作
者
。
勝
人
自
在
時
微
堅
等
是
能
作
者
」
（
巻
第
一
一
、
大
正
蔵
一
六
、
五
一
二
下
）
と
見
え
る
。
こ
れ
は
、
先
の

『
四
巻
傍
伽
』
の
文
章
に
針
鹿
す
る
簡
所
で
あ
る
。
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